
８月号
平成 27 年（2015 年）

№ 1,469

　7月 12 日（日）、平成 27年度桐生八木節キャンペーンスタッフ認定式が中央公
民館で行われ、9人がキャンペーンスタッフとして認定されました。これから桐生
八木節まつりをはじめ、全国各地の催しに出演し、桐生市の観光宣伝を行います。

平成 27年度桐生八木節キャンペーンスタッフ
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・第 31回新里まつり
・第 28回くろほね夏まつり
・マイナンバー制度
・新市建設研究会
・平成 26年度決算見込み
情報ひろば
・人口と世帯など
・各種相談案内
子育てナビゲーション
・乳・幼児健康診査など
けんこう情報
・休日当番医など

※本紙面上、費用の記載が無いものは無料、
申込方法の記載が無いものは申込不要とな
ります。

市役所・支所の業務時間
（土、日、祝日、年末年始を除く）
午前８時 30 分～午後５時 15 分
※市役所の住民基本台帳・戸籍業務と税証
明受付コーナーは午後６時 30 分まで

日曜窓口
（住民基本台帳・戸籍に関する業務）
■市役所
期日＝８月２日・1６日、９月６日
時間＝午前９時～午後４時
■新里・黒保根支所、境野・広沢・梅
田・相生・川内・菱公民館
期日＝８月２日、９月６日
時間＝午前９時～午後４時

今月の納税
市・県民税・・・第２期
国民健康保険税・・・第２期
８月 31 日（月）が納期限です
　コンビニエンスストアや銀行などにあ
るペイジー対応ＡＴＭからも納付可能で
す。口座振替を利用している人は、預貯
金残高の御確認をお願いします。

市政に対する御意見をお寄せください
　市役所１階及び両支所の投書箱、郵送、
ファクシミリ（43‐ 1001）又は市ホー
ムページからお寄せいただけます。
問い合わせ＝情報政策課（☎内線505）

８月号
主な内容

キノピーまちの話題

　

桐
生
市
の
人
口
は
、
40
年
前

の
約
13
万
４
０
０
０
人
を
ピ
ー

ク
に
減
少
が
続
き
、
25
年
後
の

人
口
は
約
7
万
８
０
０
０
人
に
、

そ
し
て
高
齢
化
率
は
４
割
を
超

え
る
と
い
っ
た
推
計
も
出
さ
れ

て
い
ま
す
。
私
は
、
い
ち
早
く

こ
の
問
題
に
対
処
す
る
た
め
、

人
口
減
少
対
策
を
〝
最
重
要
課

題
〟
と
位
置
付
け
、
昨
年
度
か

ら
様
々
な
対
策
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
国
の
「
人
口

減
少
の
克
服
・
地
方
創
生
」
に

関
連
し
た
取
り
組
み
は
、
本
市

に
と
っ
て
も
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス

と
捉
え
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会

を
し
っ
か
り
と
生
か
し
、〝
桐

生
な
ら
で
は
〟
の
「
地
方
創
生
」

を
推
進
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、

こ
の
ほ
ど
そ
の
基
本
と
な
る
戦

略
の
策
定
方
針
を
取
り
ま
と
め

ま
し
た
。
今
後
は
、
皆
さ
ん
が

将
来
に
わ
た
っ
て
希
望
を
抱
き
、

安
心
し
て
結
婚
や
出
産
、
子
育

て
が
で
き
る
〝
活
力
あ
る
桐
生
〟

を
築
き
あ
げ
る
た
め
、
多
く
の

皆
さ
ん
か
ら
御
意
見
を
お
聞
き

し
な
が
ら
、「
桐
生
版
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略
」
の
策
定

に
取
り
組
み
ま
す
。

　７月７日（火）、桐生
が岡動物園で、七夕にち
なんで多くの子供が竹に
ニホンザルの好きなリン
ゴやバナナなどの果物を
飾りつけました。出来上
がった七夕飾りをサル山
に設置すると、サルは果
物をおいしそうに食べて
いました。

桐生が岡動物園
七夕飾り
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８月 16日（日）
正午～午後９時 50分

  八木節競演大会の予選を行います。

くろほね夏まつり
黒保根運動公園
８月 15日（土）
午後６時～ 10時

●わたらせ渓谷鐵道を御利用ください。
　16 日には花火の終了時刻に合わせて、わた
らせ渓谷鐵道の臨時列車が運行されます。（水
沼駅発午後 10 時 15 分、桐生駅着午後 10 時
45 分）駐車場は混雑が予想されますので、わ
たらせ渓谷鐵道を御利用ください。
　問い合わせは、黒保根支所地域振興整備課産
業振興係（☎ 96‐ 2113）へ。

　マスのつかみ取り、八木節競演大会決勝、約
2,000 発打ち上げられる花火大会が行われま
す。花火は近くの河川敷から打ち上げるので迫
力満点です。

新里まつり
新里総合グラウンド
８月 15日（土）正午～午後９時 20分

上毛電鉄

●

新里支所

新里
社会
体育館

●

新里まつり案内図

●

農協
新川支店

(新里総合グラウンド)
新里まつり会場

ぐんま
昆虫の森

前橋大間々桐生線前橋大間々桐生線
新川駅

Ｎ

▲

国道353号

昼間のイベント
　子供に人気のニンニンジャーショーをはじめ、
金魚すくい、ロイヤルエクスプレス（ミニ列
車）の乗車、中学校吹奏楽部の演奏など子供中
心のレクリエーションが盛りだくさんです。
夜のイベント
　恒例の八木節にはじまり、エハラマサヒ
ロ、やしろ優によるトーク＆

アンド

ライブ、そして約
5,500発の花火でフィナーレを迎えます。

交通の御案内　
　当日は、新里町内を無料臨時バスが巡回し、各停留所を１時
間の間隔で発着します。
　上毛電鉄を御利用の場合は、新川駅で下車し、農協新川支店
前から無料臨時バスを御利用ください。
雨天の場合
　当日、雨天の場合は、一部のイベントを新里社会体育館で行
います。花火は日程を順延し、８月22日（土）午後８時から
８時20分まで行います。８月22日も開催できない場合は、８
月29日（土）午後８時から８時20分まで行います。
　問い合わせは、新里まつり実行委員会事務局（新里支所地域
振興整備課産業振興係内、☎74‐2217）へ。

わ
た
ら
せ
渓
谷
鐵
道水
沼
駅

くろほね
夏まつり
会場

国
道
１
２
２
号

くろほね大橋

渡
良
瀬
川

（黒保根
 運動公園）

くろほね夏まつり案内図

▲
Ｎ

第 31回

第 28 回
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
は

　
今
年
10
月
か
ら
、
住
民
票
を
有

す
る
全
て
の
人
（
住
民
票
が
あ
る

外
国
人
を
含
む
）
に
通
知
さ
れ
る
、

一
人
一
人
異
な
る
12
桁
の
番
号
を

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
い
い
ま
す
。

　
個
人
が
特
定
さ
れ
な
い
よ
う
に
、

住
所
地
や
生
年
月
日
な
ど
と
関
係

な
い
番
号
が
割
り
当
て
ら
れ
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
法
律
で
定

め
ら
れ
た
目
的
以
外
に
む
や
み
に

他
人
に
提
供
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
他
人
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

不
正
に
入
手
し
た
り
、
他
人
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
を
取
り
扱
っ
て
い
る

人
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
含
む
個
人

情
報
（
特
定
個
人
情
報
）
を
他
人

に
不
当
に
提
供
し
た
り
す
る
と
処

罰
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
生
涯
に
わ
た

っ
て
使
う
も
の
で
す
。
住
所
が
変

わ
っ
て
も
、
番
号
は
変
わ
り
ま
せ

ん
の
で
大
切
に
取
り
扱
う
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入
に

よ
る
メ
リ
ッ
ト

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
各
機
関
が

管
理
す
る
個
人
情
報
が
同
じ
人
の

情
報
で
あ
る
こ
と
を
正
確
か
つ
ス

ム
ー
ズ
に
確
認
す
る
た
め
の
基
盤

と
な
り
ま
す
。

◆
公
平
・
公
正
な
社
会
の
実
現

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
活
用
に
よ
り
、

所
得
や
他
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
受

給
状
況
が
把
握
し
や
す
く
な
る
た

め
、
負
担
を
不
当
に
免
れ
る
こ
と

や
給
付
を
不
正
に
受
け
る
こ
と
を

防
止
す
る
と
と
も
に
、
本
当
に
困

っ
て
い
る
人
へ
の
き
め
細
か
な
支

援
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

◆
国
民
の
利
便
性
の
向
上

・
添
付
書
類
の
削
減
な
ど
、
行
政

手
続
き
が
簡
素
化
さ
れ
、
国
民
の

負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

・
行
政
機
関
が
持
っ
て
い
る
自
分

の
情
報
を
確
認
し
た
り
、
行
政
機

関
か
ら
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
の
お
知

ら
せ
を
受
け
取
っ
た
り
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。 

◆
行
政
の
効
率
化

・
国
や
地
方
公
共
団
体
を
は
じ

め
と
す
る
行
政
機
関
に
お
い
て
、

様
々
な
情
報
の
照
会
・
転
記
・
入

力
な
ど
に
要
し
て
い
る
時
間
や
労

力
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
ま
す
。

・
複
数
の
業
務
の
間
で
の
連
携
が

進
み
、
作
業
の
重
複
な
ど
の
無
駄

が
削
減
さ
れ
ま
す
。　

 
こ
ん
な
場
面
で
必
要
に

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
次
の
よ
う
な

場
面
な
ど
で
必
要
に
な
り
ま
す
。

◆
社
会
保
障
関
係
の
手
続
き

・
年
金
の
資
格
取
得
や
確
認
、
給

付・
雇
用
保
険
の
資
格
取
得
や
確
認
、

給
付

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
事
務

・
医
療
保
険
の
給
付
の
請
求

・
福
祉
分
野
の
給
付
、
生
活
保
護

◆
税
務
関
係
の
手
続
き

・
税
務
署
に
提
出
す
る
申
告
書
、

届
出
書
、
法
定
調
書
な
ど
の
記
載

・
都
道
府
県
・
市
町
村
に
提
出
す

る
申
告
書
、
給
与
支
払
報
告
書
な

ど
の
記
載

◆
災
害
対
策

・
防
災
・
災
害
対
策
に
関
す
る
事

務・
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
の
給

付・
被
災
者
台
帳
の
作
成
事
務

個
人
番
号
カ
ー
ド

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
無
料
で

取
得
で
き
、
本
人
確
認
に
利
用
で

き
る
公
的
身
分
証
明
書
で
す
。
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載
し
た
書
類
の

提
出
や
様
々
な
本
人
確
認
の
場
面

で
利
用
で
き
る
カ
ー
ド
で
す
。

　
今
年
10
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
通
知
カ
ー
ド
と
「
個
人
番
号
カ

ー
ド
交
付
申
請
書
」
が
住
民
票
の

世
帯
ご
と
に
簡
易
書
留
で
郵
送
さ

れ
ま
す
。

　
申
請
を
行
う
と
平
成
28
年
１
月

以
降
に
個
人
番
号
カ
ー
ド
が
交
付

さ
れ
ま
す
。

制
度
の
問
い
合
わ
せ
は

　
内
閣
府
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
の

た
め
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
開
設

し
て
い
ま
す
。
（
土
、
日
、
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５

時
30
分 

全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
＝
☎

０
５
７
０
‐
２
０
‐
０
１
７
８

※
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
は
通
話
料
が
か

か
り
ま
す
。 

マイナンバーは、行政を効率化し、国民の利便性
を高め、公平・公正な社会を実現する社会基盤です。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
始
ま
り
ま
す

　

今
年
10
月
か
ら
、
国
民
一
人
一
人
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
通
知
さ
れ
、
平
成
28
年
１
月
か
ら
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
を
社
会
保
障
、
税
、
災
害
対
策
の
行
政
手
続
き
で
利
用
し
ま
す
。
今
号
で
制
度
の
概
要

に
つ
い
て
、
次
号
で
具
体
的
な
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
申
請
方
法
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
課
行
政
管
理
係
（
☎
内
線
５
５
８
）
へ
。

国民の利便性
の向上行政の効率化

公平・公正な
社会の実現

マイナンバーキャラクター
「マイナちゃん」
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最大２００万円補助！
「住宅取得応援補助金」申請受付中

　桐生市内に住宅を建築・購入すると住宅取得費の一部を補助します。
　申請には条件が有りますので、パンフレットを御確認ください。パンフレットは、
市ホームページ又は市役所４階の建築住宅課、新里・黒保根支所などに有ります。
　問い合わせは、建築住宅課住宅係（☎内線633）へ。

研究項目 進捗状況 今後の研究方針

① 両市の行政サービ
スの水準

市民生活に直結し、関心の高い行政サービ
スのうち、両市の行政サービス水準に差が
あり、特に市民への影響度が大きいと考え
られる 44項目について、サービス水準の
均一化を図るために必要となる追加財源
額を調査しました。

先行調査した 44項目以外の事業について
も、両市の行政サービス水準の均一化を図
るために必要となる追加財源額の調査を
進めます。

② 両市の共通する課
題、地域の抱える
課題の解決

人口減少や公共施設の老朽化など、行政の
各分野で両市が共通して問題意識を持っ
ている 18項目について、解決策の研究を
行いました。

両市がそれぞれ問題意識を持っている項
目についても、解決策の研究を進めます。

③ 都市経営、行政運
営から見た将来像

両市が一つになった場合を想定し、人口
17万人規模の都市における行財政運営な
どに関する調査を行いました。

両市が一つになった場合の市職員の人員
配置や財政シミュレーションなどの作成
に向けた研究を進めます。

④ 両市を一体的に考
えた都市デザイン

両市が一つになった場合を想定し、人口
17万人規模の都市における公共施設の設
置状況を調査するとともに、両市における
公共施設の配置状況の確認を行いました。

両市の公共施設の中で老朽化が激しく、改
修や再配置が必要な施設について検討す
るとともに、都市整備の方針図作成に向け
た研究を進めます。

⑤ 連携中枢都市圏制
度に対応した地域
のあり方

連携中枢都市圏制度の概要及び連携中枢
都市圏の形成の動きなどについて、把握を
行いました。

連携中枢都市圏制度への対応方針や、東
毛・両毛地域における都市間連携による機
能・魅力の強化策などの研究を進めます。

桐生・みどり新市建設研究会
第３回研究会を開催
　７月３日（金）、桐生市役所で「第３回桐生・みどり新
市建設研究会」を開催しました。５つの研究項目について、
調査・研究を進めている各ワーキンググループから、下の
表のとおり研究作業の進捗状況及び今後の研究方針に関す
る報告がありました。
　これを受けて、10月上旬に開催予定の第４回研究会に
向けて、引き続きスピード感を持って調査・研究を進めて
いくことが確認されました。
　今後も、研究会の開催結果を広報きりゅうや市ホームペ
ージなどで報告します。
　問い合わせは、広域調整室広域調整係（☎内線386）へ。

市政トピックス
topics of city government
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名
誉
市
民
に

　

故 
塚
越 

平ひ

ら

と人 

さ
ん

　市では、議会の同意を得て、桐生瓦斯株式会社
前代表取締役会長である故塚越平人さんを桐生市
名誉市民に推挙することを決めました。
　塚越さんは、市民生活に必要不可欠なエネル
ギーの安定供給と保安の確保、環境問題などへの
対応を通じて、豊かな市民生活の実現や産業経済
の活性化に大きく寄与され、桐生市の発展に多大
な貢献をされました。
　また、将来を担う子供の教育に熱意を持ち、桐
生市教育委員会委員長や群馬県教育委員会委員長
として、学校教育の充実や社会教育の推進に尽力
されたほか、各種団体役員を務められながら、ま
ちづくりや社会活動に積極的に取り組まれました。
先見の明をもって地道に実践された塚越さんの多岐にわたる取り組みは、多くの市
民に希望と安心を与え、桐生市発展の大きな推進力となりました。
　塚越さんは、桐生市９人目の名誉市民となります。
　問い合わせは、秘書室秘書係（☎内線512）へ。

今年も
臨時福祉給付金を
支給します

○
支
給
額

1
人
に
つ
き
６
０
０
０
円

○
支
給
対
象
者

平
成
27
年
1
月
1
日
現
在
に
お
い

て
、
次
の
要
件
を
満
た
し
た
人
で

す
。

①
桐
生
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記

載
さ
れ
て
い
る
人

②
平
成
27
年
度
分
の
市
・
県
民
税

（
均
等
割
）
が
課
税
さ
れ
て
い
な

い
人

　
た
だ
し
、
以
下
の
場
合
は
対
象

外
で
す
。

・
平
成
27
年
度
市
町
村
民
税
が
課

税
さ
れ
て
い
る
人
に
扶
養
さ
れ
て

い
る
人

・
平
成
27
年
度
市
町
村
民
税
が
課

税
さ
れ
る
人
の
事
業
専
従
者

・
生
活
保
護
制
度
の
被
保
護
者

・
中
国
残
留
邦
人
等
に
対
す
る
支

援
給
付
の
受
給
者

・
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
等
入

所
者
家
族
生
活
援
護
費
の
受
給
者

・
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
非
入
所
者

給
与
金
（
援
護
加
算
分
）
の
受
給

者○
給
付
金
申
請
用
紙
の
配
布
時
期

　
平
成
27
年
８
月
下
旬
に
臨
時
福

祉
給
付
金
の
支
給
対
象
と
な
る
可

能
性
が
あ
る
人
に
は
白
色
の
封
筒

で
案
内
文
書
な
ど
を
郵
送
し
ま
す
。

個
人
宛
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
16

歳
未
満
の
人
に
も
案
内
文
書
な
ど

を
郵
送
し
ま
す
。

○
申
請
書
の
提
出
方
法

　
9
月
1
日
（
火
）
か
ら
12
月
2

日
（
水
）
ま
で
の
間
に
、
個
人
ご

と
の
申
請
書
に
記
入
し
、
必
要
書

類
を
添
付
の
上
、
返
信
用
封
筒
で

郵
送
（
当
日
消
印
有
効
）
し
て
く

だ
さ
い
。
市
役
所
1
階
の
長
寿
支

援
課
及
び
新
里
・
黒
保
根
支
所
市

民
生
活
課
で
も
受
け
付
け
ま
す
が
、

大
変
混
雑
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
郵
送
を
御

利
用
く
だ
さ
い
。

○
支
給
の
決
定

　
申
請
者
が
支
給
要
件
に
該
当
す

る
か
審
査
し
、
そ
の
結
果
を
支
給

決
定
通
知
又
は
非
該
当
通
知
と
し

て
お
送
り
し
ま
す
。
支
給
が
決
定

し
た
人
に
は
10
月
以
降
、
順
次
支

給
す
る
予
定
で
す
。

　
な
お
、
支
給
は
原
則
と
し
て
金

融
機
関
へ
の
振
り
込
み
に
よ
り
行

い
ま
す
。

対象者には８月下旬に
案内文書などを送付します

　

平
成
27
年
度
に
お
い
て
も
臨

時
福
祉
給
付
金
を
支
給
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
申
請
の
手

続
き
は
、
お
早
目
に
お
願
い
し

ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
長
寿
支
援

課
に
設
置
し
て
あ
る
臨
時
福
祉

給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎

45
１
１
５
１
）
へ
。
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ふ
る
さ
と
桐
生
応
援
寄
附
金
に

御
協
力
を

　
市
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

を
活
用
し
、「
ふ
る
さ
と
桐
生
応
援

寄
附
金
」
の
名
称
で
寄
付
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
と
は

　
「
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
」

や
「
心
の
ふ
る
さ
と
」
と
し
て
い

る
地
域
を
応
援
し
た
い
と
い
う
皆

さ
ん
の
想
い
を
寄
付
と
い
う
形
で

ふ
る
さ
と
に
届
け
る
こ
と
が
で
き

る
制
度
で
す
。
こ
の
制
度
で
地
方

公
共
団
体
に
寄
付
を
し
て
い
た
だ

い
た
場
合
に
、
確
定
申
告
を
す
る

こ
と
で
、
お
住
ま
い
の
市
町
村
に

納
め
る
住
民
税
な
ど
の
控
除
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
拡
充

　
平
成
27
年
度
の
税
制
改
正
に
よ

り
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
が
次
の

と
お
り
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

①
ふ
る
さ
と
納
税
枠
の
拡
充

　
ふ
る
さ
と
納
税
を
行
っ
た
際
に

２
０
０
０
円
を
除
く
全
額
が
住
民

税
な
ど
か
ら
控
除
さ
れ
る
寄
付
の

上
限
額
（
ふ
る
さ
と
納
税
枠
）
が

制
度
改
正
前
の
約
２
倍
に
拡
充
さ

れ
ま
し
た
。
※
ふ
る
さ
と
納
税
枠

は
、
収
入
や
控
除
の
在
り
方
に
よ

り
、
個
人
ご
と
に
異
な
り
ま
す
。

②
手
続
き
の
簡
素
化
（
ふ
る
さ
と

納
税
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
制
度
の

創
設
）

　
寄
付
先
の
団
体
に
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
特
例
の
申
請
を
行
う
こ
と
で
、

確
定
申
告
を
し
な
く
て
も
ふ
る
さ

と
納
税
に
係
る
寄
付
金
控
除
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
た
だ
し
、
自
営
業
者
又
は
給
与

所
得
者
で
も
医
療
費
控
除
な
ど
で

確
定
申
告
を
行
う
人
や
、
６
団
体

以
上
の
地
方
公
共
団
体
に
寄
付
を

行
っ
た
場
合
は
特
例
制
度
対
象
外

と
な
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
桐
生
応
援
寄
附

金
に
御
協
力
を

　

平
成
26
年
度
は
、「
ふ
る
さ
と

桐
生
応
援
寄
附
金
」
に
57
件
、

８
４
４
万
５
５
０
１
円
の
寄
付
を

お
寄
せ
い
た
だ
き
、
桐
生
市
を
御

支
援
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
か
ら
の
寄
付
金
は
、
自

然
保
護
や
ま
ち
づ
く
り
、
子
育
て

支
援
な
ど
、
寄
付
申
し
出
時
の
希

望
に
沿
う
取
り
組
み
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、
寄
付
を
し
て
い
た
だ
い

た
皆
さ
ん
に
は
記
念
品
と
し
て
キ

ノ
ピ
ー
グ
ッ
ズ
を
お
送
り
し
ま
す
。

　
寄
付
の
方
法
は
、
市
役
所
３
階

の
企
画
課
へ
お
申
し
出
て
い
た
だ

く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　
市
外
に
お
住
ま
い
の
御
家
族
や

御
親
戚
、御
友
人
、お
知
り
合
い
の

人
に
も
是
非「
ふ
る
さ
と
桐
生
応

援
寄
附
金
」を
御
紹
介
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
企
画
課
企
画

係
（
☎
内
線
５
２
４
）
へ
。

　
平
成
25
年
3
月
か
ら
12
月

ま
で
に
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

寄
付
金
は
、
次
の
と
お
り
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
市
立
保
育
園
の
運
営
／

８
万
円
▼
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
支
援
／
20
万
円
▼
障
害

者
（
児
）
支
援
／
85
万
円

▼
文
化
祭
な
ど
の
開
催
／

６
万
円
▼
「
自
然
観
察
の

森
」
の
管
理
・
運
営
／
54
万

円
▼
重
伝
建
地
区
の
整
備
／

２
０
２
万
１
５
０
０
円
▼
黒

保
根
地
域
の
道
路
整
備
／

１
万
円

平
成
26
年
度

　
寄
付
金
活
用
状
況

情報公開制度と
個人情報保護

　情報公開制度は、請求に基づき、市が保有してい
る情報（公文書）を公開するものです。
　昨年度は、167件の公開請求があり、その内、文
書が存在しなかったなどの21件を除き、143件を
公開し、３件を非公開としました。
　個人情報保護制度は、市が保有する個人情報につ
いて、本人の請求に応じて開示・訂正などを行い、
個人のプライバシーを守るためのものです。
　昨年度までに、市では個人情報にかかわる事務を
474件登録し、昨年度の開示請求は20件でした。
　問い合わせは、情報政策課情報発信係（☎内線
507）へ。

70
歳
以
上
の
人
は
、
住
民
税
非
課

税
世
帯
の
人
が
対
象
で
す
。

　
認
定
証
の
申
請
は
、
該
当
者
の

被
保
険
者
証
と
世
帯
主
の
印
を
持

参
の
上
、
市
役
所
１
階
の
医
療
保

険
課
又
は
新
里
支
所
市
民
生
活
課
、

黒
保
根
支
所
市
民
生
活
課
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
医
療
保
険
課

国
保
係
（
☎
内
線
２
５
４
）
へ
。

　
入
院
又
は
高
額
な
外
来
診
療
費

や
食
事
代
が
月
単
位
で
一
定
の
限

度
額
に
な
る
「
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
及
び

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
の
有
効

期
限
は
、
毎
年
７
月
31
日
ま
で
で

す
。

　
８
月
以
降
、
継
続
し
て
認
定
証

が
必
要
な
人
は
、
８
月
中
に
認
定

証
交
付
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

― 昨年度の状況 ―

国
民
健
康
保
険

限
度
額
適
用
認
定
証
の

更
新
手
続
き
を

市政トピックス
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運動プログラム

複合プログラム
場　所 住　所 実施時期

相生なかじま歯科医院 相生町二丁目 ９月から平成
28年３月まで
の間で、参加
者が参加でき
る３か月間を
決めていただ
き、その期間
の中で４回実
施します

アクツ歯科医院 相生町二丁目
飯野歯科医院 相生町五丁目
出井歯科医院 永楽町
加孝歯科クリニック 広沢町七丁目
かねこ歯科医院 境野町二丁目
金子歯科医院 相生町五丁目
北川歯科医院 巴町二丁目
木村歯科医院 川内町四丁目
小林歯科医院 相生町二丁目
小林歯科クリニック 本町六丁目 
ささい歯科医院 みどり市

大間々町
塩崎歯科医院 宮前町一丁目
じゅん歯科医院 菱町二丁目
須藤歯科医院 東七丁目
すなが歯科クリニック 新里町新川
須永歯科医院 永楽町 
髙木歯科医院 清瀬町
たかのす診療所 川内町二丁目
ほしの歯科 境野町二丁目 
ますやま歯科医院 仲町一丁目
松本歯科医院 琴平町

場　所 住　所 実施時期
ココロリハビリジム 広沢町六丁目 9 月～ 11 月
ココロトレーニングデイサービス 広沢町六丁目 9 月～ 11 月
こんどう整形外科
リハビリテーション科医院

仲町二丁目 9 月～ 11 月

田福庵 菱町三丁目 9 月～ 11 月
機能回復フカサワ 境野町二丁目 10 月～ 12 月
一華リハビリの里 川内町五丁目 9 月～ 11 月
ペアーレ桐生ＶＩＥ 宮前町二丁目 9 月～ 11 月
カーブス新桐生 広沢町一丁目 9 月～ 11 月
野間スポーツクラブ 新宿二丁目 9 月～ 11 月
野間スイミングスクール 新宿二丁目 9 月～ 11 月
カリビアンビーチ 新里町野 10 月～ 12 月

口から健康プログラム

　元気いきいき教室の実施場所が決定しました。　昨
年度、基本チェックリストを実施して介護予防が必要
となった人や参加を希望する人は、担当の地域包括支
援センターにお問い合わせください。
場所・実施時期＝下表のとおり
申し込み＝電話で各地域包括支援センターへ。
　問い合わせは、各地域包括支援センター又は長寿支
援課長寿支援係（☎内線587）へ。

通所型介護予防事業

「元気いきいき教室」の
会場が決まりました

付
け
及
び
撤
去
の
費
用
は
、
広
告

主
の
負
担
に
な
り
ま
す
。

掲
載
期
間
＝
原
則
と
し
て
1
年
間

（
更
新
可
）。

申
し
込
み
＝
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
契
約
検
査
課
車
両

係
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
な

お
、
申
し
込
み
は
先
着
順
に
な
り

ま
す
。

　

申
込
用
紙
は
車
両
係
の
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
有
り
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
契
約
検
査
課

車
両
係
（
☎
内
線
７
２
３
）
へ
。

　
公
用
車
へ
の
車
体
広
告
を
募
集

し
ま
す
。

　
企
業
や
事
業
所
、
商
店
な
ど
の

事
業
者
の
皆
さ
ん
、
歩
行
者
や
ド

ラ
イ
バ
ー
に
も
注
目
度
の
高
い
車

体
広
告
を
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
車
両
＝
軽
自
動
車
10
台
、
軽

貨
物
自
動
車
5
台

掲
載
場
所
・
広
告
面
積
・
費
用
＝

左
下
の
表
の
と
お
り

掲
載
方
法
＝
車
体
に
ラ
ッ
ピ
ン
グ

フ
ィ
ル
ム
を
貼
り
付
け
ま
す
。

※
広
告
の
作
製
、
車
体
へ
の
貼
り車体側面（片側） 車体側面（両面） 車体後面

軽
自
動
車

広告面積＝ 1.0㎡
年額＝ 30,840 円

広告面積＝ 2.0㎡
（1.0㎡×２面）　
年額＝ 61,680 円

車体後面は掲載
できません。

広告面積＝ 1.5㎡
年額＝ 36,960 円

広告面積＝ 3.0㎡
（1.5㎡×２面）
年額＝ 73,920 円

軽
貨
物
自
動
車

広告面積＝ 1.5㎡
年額＝ 36,960 円

広告面積＝ 3.0㎡
（1.5㎡×２面）
年額＝ 73,920 円

広告面積＝ 0.7㎡
年額＝24,600 円
※側面との同時
使用を優先しま
す。

広告面積＝ 2.0㎡
年額＝ 49,320 円

広告面積＝ 4.0㎡
（2.0㎡×２面）
年額＝ 98,640 円

公
用
車
の
車
体
広
告
を

募
集
し
ま
す掲載場所・広告面積・費用

場　所 住　所 実施時期
日新病院 菱町三丁目 10 月～ 12 月
東長寿センター 東一丁目 10 月～ 12 月
菱公民館 菱町二丁目 11 月～１月

（特養）ユートピア広沢 広沢町六丁目 10 月～ 12 月
（特養）思いやり 川内町一丁目 9 月～ 11 月
黒保根町保健センター 黒保根町水沼 9 月～ 11 月
新里総合センター 新里町武井 11 月～１月

（特養）のぞみの苑 相生町五丁目 10 月～ 12 月
ショートデイセンタークララ広沢 広沢町二丁目 10 月～ 12 月

広告掲載
場所

　軽自動車
　広告面積＝ 1.0㎡（片側）
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Ｉ
Ｑ
５
０
０
０

演
目
＝
熱
血
！
夜
間
学
校
ク
ラ

ブ
！
略
し
て
ヤ
ガ
ク
！

期
日
・
時
間
＝
９
月
26
日（
土
）・27

日（
日
）／
午
後
１
時

演
目
＝
終
わ
り
で
始
ま
る
遊
園
地

期
日
・
時
間
＝
９
月
26
日（
土
）／

午
後
４
時

劇
団
☆
Ａ
・
Ｐ
・
Ｂ
‐T

ト
ウ
キ
ョ
ウ

okyo

演
目
＝
人
力
飛
行
機
ソ
ロ
モ
ン

期
日
・
時
間
＝
10
月
３
日（
土
）／

午
後
２
時・７
時

駄
菓
子
屋
花
ち
ゃ
ん　

杉
浦
花
子

一
人
芝
居

演
目
＝
星
の
王
子
さ
ま
～L

ルe 
P

プ
テ
ィ

etit P

プ
ラ
ン
ス

rince

～

期
日
・
時
間
＝
10
月
９
日（
金
）・10

日（
土
）／
午
後
７
時
30
分
、10
月

11
日（
日
）／
午
後
３
時

人
形
劇
団　

夢
知
遊
座

演
目
＝
一
人
人
形
芝
居
、お
と
し

ば
な
し
二
題「
婦お
ん
な・芝し
ば
は
ま浜
」「
死
神
」

期
日
・
時
間
＝
10
月
10
日（
土
）／

午
後
７
時
、10
月
11
日（
日
）／
午

後
２
時

日ふ
る
さ
と本
の
物
語
制
作
委
員
会

演
目
＝
音
楽
と
朗
読「
八
郎
」ほ
か

期
日
・
時
間
＝
10
月
17
日（
土
）／

午
後
２
時

青
春
ベ
ル
ボ
ト
ム

演
目
＝
悪
魔
の
唄

期
日
・
時
間
＝
10
月
17
日（
土
）／

午
後
７
時
、10
月
18
日（
日
）／
午

後
２
時

　
有
鄰
館
の
各
蔵
で
演
劇
の
上
演

を
し
ま
す
。
入
場
料
な
ど
詳
し
い

こ
と
は
、
有
鄰
館
（
☎
46
４
１
４

４
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

祈
り
の
芸
術

T

タ

イ

チ

A
IC

H
I

‐K

キ

カ

ク

IK
A

K
U

演
目
＝
身
体
詩「
金
色
の
魚
～

２
０
１
５
～
」 w

ウ
ィ
ズ

ith 

谷
川
賢
作

期
日
・
時
間
＝
９
月
３
日（
木
）／

午
後
７
時

千
賀
ゆ
う
子
企
画

演
目
＝
ラ
イ
ブ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

「
夜
長
姫
と
耳
男
」

期
日
・
時
間
＝
９
月
５
日（
土
）／

午
後
７
時
、９
月
６
日（
日
）／
午

後
２
時

坂
本
長
利
‐
ひ
と
り
芝
居
‐

演
目
＝
土
佐
源
氏

期
日
・
時
間
＝
９
月
12
日（
土
）／

午
後
２
時・７
時

演
目
＝
越
前
竹
人
形

期
日
・
時
間
＝
９
月
19
日（
土
）／

午
後
２
時

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ユ
ニ
ッ
トc

カ

ボ

abo

演
目
＝
14
番
目
の
月

期
日
・
時
間
＝
９
月
12
日（
土
）／

午
後
３
時・７
時
、９
月
13
日（
日
）

／
午
後
２
時

空
気
ノ
機
械
ノ
尾
ッ
ポ

演
目
＝
空
気
ノ
機
械
ノ
尾
ッ
ポ　

vol.22
期
日
・
時
間
＝
９
月
18
日（
金
）・19

日（
土
）／
午
後
７
時
、９
月
20
日

（
日
）／
午
後
３
時

　桐生市と周辺の小・中学校、高校、一般の音楽
団体が集い、マーチングや吹奏楽を披露します。
期日＝８月22日（土）
時間＝午前９時30分開場、午前10時開演（午
後０時30分頃、終演予定）
場所＝市民体育館
出演団体（予定）＝西小学校、南小学校、広沢
小学校、桜木小学校、神明小学校、大間々北小
学校、足利市立毛野小学校、中央中学校、清流
中学校、境野中学校、広沢中学校、相生中学校、
新里中学校、桐生商業高校、桐生高校、樹徳高
校、サザンクロス、サザンクロスシニア
　問い合わせは、生涯学習課文化振興係（☎内
線682）へ。

第 11回 消
防
隊
秋
季
点
検
と
水
防
訓
練

　
桐
生
市
消
防
隊
秋
季
点
検
と
桐

生
市
水
防
訓
練
を
行
い
ま
す
。
当

日
は
、
水
防
訓
練
の
ほ
か
、
新
里

保
育
園
児
に
よ
る
ポ
ン
プ
操
法
や
、

た
か
の
す
聖
母
保
育
園
児
に
よ
る

鼓
笛
隊
演
奏
も
行
い
ま
す
の
で
、

是
非
、
御
声
援
く
だ
さ
い
。

期
日
＝
９
月
６
日
（
日
）

時
間
＝
午
前
８
時
30
分
か
ら

場
所
＝
さ
く
ら
遊
園
（
桜
木
町
）

　
問
い
合
わ
せ
は
、
消
防
本
部
警

防
課
（
☎
47
１
７
０
４
）
へ
。

９
月
６
日
（
日
）

有
鄰
館
演
劇
祭
「
蔵
芝
居
　
」
1́5

市政トピックス
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元気で活力ある
まちづくり

安心して暮らせる
まちづくり

子供のための
未来づくり

人口減少対策事業

平成 26年度に実施した主な事業 平
成
26
年
度 

決
算
見
込
み

平
成
26
年
度
の
決
算
見
込
み
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
財
政
課
財
政
係
（
☎
内
線
５
２
７
）
へ
。

○特色ある教育の推進事業
　482万円
○住宅取得応援事業
　１億4,217万円
○保育園、幼稚園の第３子以降
　無料化　8,687万円

○織都桐生千三百年事業
　150万円
○桐生武井西工業団地整備事業
　1,732万円
○創業促進・支援事業
　2,319万円

○桐生球場施設改修事業
　６億3,739万円
○おりひめバス天然ガス車両
　導入事業　2,818万円
○自主防災事業
　826万円

○小学校施設改修事業
　２億8,594万円
○商業高校海外研修
　97万円
○私立保育所施設改修補助
　821万円

商業高校海外研修で台湾を訪問

桐生球場施設改修事業でナイター設備を設置

住宅取得応援事業で住宅取得費用に補助

創業促進・支援事業でまちなかにおいて創業支援

広報きりゅう平成27年8月号 10



諸収入（6.4％）
30億1,889万円
使用料及び手数料

（3.2％）
15 億 2,425 万円
繰入金（3.0％）
14 億 4,159 万円

分担金及び負担金
（1.1％）
5 億 2,327 万円

繰越金（2.9％）
13億9,200万円その他（0.7％）

3億1,048万円

地方交付税（23.0％）
109 億 511 万円

国庫支出金
（12.4％）
58億8,217万円

市債（7.0％）
33億2,750万円
県支出金（7.2％）
33 億 9,711 万円

地方消費税交付金（2.9％）
13 億 5,254 万円

地方譲与税（0.8％）
3 億 7,636 万円

自主財源（46.0％）
217 億 9,823 万円

依存財源（54.0％）
255 億 7,441 万円

0

300000

600000

900000

1200000

1500000

30 億円

60億円

90億円

120億円

150 億円

0円

歳出 454 億 9,134 万円

民生費（35.6％）
161億8,482万円

総務費（9.7％）
43 億 9,976 万円

教育費（12.4％）
56 億 5,151 万円

土木費（9.9％）
45 億 1,624 万円

公債費（9.1％）
41 億 2,874 万円
衛生費（9.6％）
43 億 6,666 万円

消防費（6.7％）
30 億 4,104 万円

商工費（3.7％）
17 億 1,022 万円

農林水産業費
（2.2％）
9 億 9,870 万円

議会費（0.7％）
3 億 1,887 万円

労働費（0.4％）
1億7,478万円

その他経費（38.6％）
175 億 8,124 万円

投資的経費（10.3％）
47億 687 万円

義務的経費（51.1％）
232 億 323 万円

扶助費
（22.0％）
99億9,455万円

人件費
（20.0％）
90 億 7,994 万円

公債費（9.1％）
41 億 2,874 万円

市税（28.7％）
135億8,775万円

その他（0.7％）
3億3,362万円

※１万円未満は、四捨五入。（　）内は、構成比。各グラフ・表中の数字は、端数処理してあります。

市税の内訳

　一般会計の決算見込みは、歳入が 473 億 7,264 万円、歳出が 454 億 9,134
万円で、歳入から歳出を引いた差額の 18 億 8,130 万円は、平成 27 年度への繰
越金や基金への積み立てとなります。

歳入
473 億 7,264 万円

　歳入は、市税など市独自の収入財源である「自主財源」と、地
方交付税や国・県支出金などの「依存財源」に分けられます。
　円グラフのとおり歳入全体の 54.0 パーセントが依存財源となっ
ています。

一般会計

パーセントを占め、最も多くなっています。

　円グラフのとおり福祉関係に使わ
れている民生費が歳出全体の 35.6

また、公共施設の建設事業などに要する投資的経費は
歳出全体の 10.3 パーセントとなっています。

　円グラフのとおり義務的経費は、歳出
全体の 51.1 パーセントとなっています。目的別 性質別

市民税
61億7,678万円

固定資産税
56億6,877万円

軽自動車税
2 億 4,769 万円

市たばこ税
６億6,495万円

都市計画税
8億2,837万円

入湯税 119 万円

11 桐生市役所　　☎0277 ‐ 46 ‐ 1111



※１万円未満は、四捨五入

12

特別会計

水道事業会計

資産 負債及び資本
固定資産 178億8,072万円 自己資金ほか 150億8,175万円

企業債 43億971万円
流動資産 60億1,137万円 引当金ほか 45億63万円

計 238億9,209万円 計 238億9,209万円

収益 21 億 4,765 万円
費用 18 億 3,016 万円

財源 6 億 2,950 万円
支出 6 億 2,950 万円

収益的経費 建設改良事業

財産の状況

　平成 26 年度における水道事業収益は 21 億 4,765
万円、一方、水道事業費用は、18 億 3,016 万円で、
差引純利益は３億 1,749 万円となり、 前年度と比較
して 12.8 パーセント減少の見込みです。
　なお、この純利益は、浄水場をはじめとする老朽
化した各施設の整備や水道管の交換のほか、借入金
の返済などに充てていく予定です。

※１万円未満は、四捨五入

10,790,225㎡
748,126㎡
4,794 万円

121 億 2,454 万円
（基金の内訳）

62 億 5,179 万円
58 億 7,275 万円

市有財産の状況
土地………………
建物………………
有価証券…………
基金………………

　財政調整基金…　
　その他の基金…　

平成 27 年３月 31 日現在
※１万円未満は、四捨五入

市債残高の状況
170 億 1,425 万円
189 億 5,583 万円
66億 2,752 万円
49億 1,537 万円
112 億 5,314 万円

下水道債…………
臨時財政対策債…　　
土木債……………　
教育債……………　
その他……………　

市民 1 人・１世帯当たりの金額（一般会計）
使ったお金
　市民１人当たり……　38万 5,808 円
　１世帯当たり………　91万 2,894 円
納めたお金（市税、使用料及び手数料）
　市民１人当たり……　12万 8,163 円
　１世帯当たり………　30万 3,259 円
※３月 31 日の人口（117,912 人）と世帯数

（49,832 世帯）により算出　

市税…市民の皆さんから納めていただいた市民税や固定
資産税、軽自動車税などの税金
地方交付税…地方自治体が一定水準の行政サービスを提
供することができるよう国から交付されたお金
国庫支出金…市が行う特定の事業に対して国から支出さ
れたお金
県支出金…市が行う特定の事業に対して県から支出され
たお金
繰入金…基金（市の貯金）や特別会計から一般会計に繰
り入れられたお金
諸収入…他市から受けたごみ処理や消防などの業務によ
る収入や貸付金の元金利息収入など
市債…国や銀行などから借り入れたお金
総務費…市役所や財産の維持管理、戸籍の管理や税金の
徴収などの費用
民生費…福祉の充実や子育て支援などの費用
衛生費…環境保全や疾病予防、健康増進などの費用
土木費…道路や河川、公園などの整備・維持管理費用
教育費…学校教育、生涯学習の充実、文化スポーツ振興
などの費用
公債費…これまでに借り入れた市債を返済する費用
扶助費…児童、高齢者、障害者、生活困窮者などの支援
に要した経費
義務的経費…支出が義務付けられていて、任意に削減で
きない経費
投資的経費…社会資本の整備に使われた経費

用語解説

歳入
（内、一般会計繰入額） 歳出

学校給食共同
調理場事業

7 億 9,405 万円
（3 億 3,633 万円） 7 億 9,405 万円

国民健康保険
事業

148 億 8,632 万円
（11 億 7,023 万円） 142 億 6,556 万円

下水道事業 37 億 5,892 万円
（16 億 7,077 万円） 37 億 5,880 万円

簡易水道事業 1 億 5,960 万円
（1,343 万円） 1 億 5,734 万円

介護保険事業 122 億 9,884 万円
（16 億 9,872 万円） 121 億 6,136 万円

農業集落排水
事業

2 億 5,231 万円
（2 億 967 万円） 2 億 5,231 万円

住宅新築資金
等貸付事業

528 万円
（　－　） 519 万円

新里温水
プール事業

1,789 万円
（　－　） 1,748 万円

宅地造成事業 325 万円
（　－　） 0 円

発電事業 3 億 5,484 万円
（　－　） 3 億 3,668 万円

後期高齢者
医療事業

13 億 9,560 万円
（4 億 1,535 万円） 13 億 9,221 万円

合計 339 億 2,690 万円
（55 億 1,450 万円） 331 億 4,098 万円

平成 27 年３月 31 日現在
※１万円未満は、四捨五入
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お
知
ら
せ

募
集

講
座
・
講
演

ス
ポ
ー
ツ

催
し

お
知
ら
せ

　

福
祉
シ
ョ
ッ
プ

　  

市
内
の
障
害
者
施
設
な
ど
で
製

作
さ
れ
た
パ
ン
、
野
菜
、
鉢
花
な

ど
を
販
売
し
ま
す
。

▼
市
役
所

期
日
＝
８
月
13
日（
木
）・
27
日

（
木
）

時
間
＝
午
前
11
時
～
午
後
２
時

場
所
＝
市
役
所
玄
関
ロ
ビ
ー

▼
新
里
総
合
セ
ン
タ
ー

期
日
＝
８
月
６
日（
木
）

時
間
＝
午
前
11
時
～
午
後
２
時

場
所
＝
新
里
総
合
セ
ン
タ
ー
１
階

問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課（
☎
内
線

３
９
８
）

　

市
民
文
化
会
館
臨
時
休
館

　
市
民
文
化
会
館
は
、
法
定
点
検

の
た
め
、
８
月
12
日（
水
）は
臨
時

休
館
し
ま
す
。
11
日（
火
）と
合
わ

せ
て
連
休
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
文
化
会
館

（
☎
40
１
５
０
０
）

　

傍
聴
で
き
ま
す

　

教
育
委
員
会
定
例
会

期
日
＝
８
月
19
日（
水
）

時
間
＝
午
後
１
時
か
ら
。
受
け
付

け
は
、
当
日
、
午
後
０
時
30
分
か

ら
０
時
45
分
ま
で
教
育
委
員
会
総

務
課
で
行
い
ま
す
。

場
所
＝
特
別
会
議
室（
市
役
所
３

階
）

募
集
人
数
＝
５
人（
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ
＝
教
育
委
員
会
総
務

課（
☎
内
線
６
４
３
）

　

ク
マ
に
御
注
意
を

　
ク
マ
の
行
動
は
朝
夕
の
涼
し
い

時
間
帯
が
活
発
に
な
り
ま
す
。
山

林
や
そ
の
周
辺
で
は
鈴
や
ラ
ジ
オ

な
ど
を
携
行
す
る
な
ど
し
て
、
十

分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
林
業
振
興
課（
☎

内
線
５
７
９
）

　

認
知
症
家
族
交
流
会

　

認
知
症
や
介
護
の
こ
と
な
ど
、

何
で
も
話
せ
る
交
流
会
で
す
。

期
日
＝
8
月
25
日（
火
）

時
間
＝
午
後
2
時
か
ら

場
所
＝
新
里
総
合
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て

い
る
家
族
、
近
隣
援
助
者
な
ど

申
し
込
み
＝
電
話
で
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
に
い
さ
と（
☎
74
３

０
３
２
）へ
。

　

統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

　

作
品
展
示
会

　
夏
休
み
に
小
・
中
学
生
が
制
作

し
た
全
て
の
応
募
作
品
を
展
示
し

ま
す
。
入
賞
作
品
は
会
場
で
発
表

し
ま
す
。

期
日
＝
８
月
22
日（
土
）・
23
日

（
日
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
４
時

市役所（代表）

　☎0277‐46‐1111

新里支所

　市民生活課

　☎0277‐74‐2212

黒保根支所

　市民生活課

　☎0277‐96‐2111

保健福祉会館

　健康づくり課

　☎0277‐47‐1152

新里町保健文化センター

　☎0277‐74‐5550

黒保根町保健センター

　☎0277‐96‐2266

図書館

　☎0277‐47‐4341

新里図書館

　☎0277‐74‐8080

消防本部（代表）

　☎0277‐47‐1700

主な施設の電話番号

人口と世帯
（６月30日現在）

人口 117,608人 （-82人）
　男　56,652人  （-21人）
　女　60,956人  （-61人）
世帯49,885世帯（+14世帯）

( )内は前月比

場
所
＝
市
民
文
化
会
館
展
示
室

問
い
合
わ
せ
＝
情
報
管
理
課（
☎

内
線
７
７
３
）

　

桐
生
市
は

　

非
核
平
和
宣
言
都
市
で
す

　

核
戦
争
の
不
安
を
取
り
除
き
、

世
界
の
平
和
と
安
全
を
確
立
す
る

こ
と
は
、
人
類
共
通
の
願
い
で
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
総
務
課（
☎
内
線

５
３
４
）

　

桐
生
市
ぶ
ど
う
展
示
会

　
巨
峰
、
藤ふ

じ
み
の
り稔
、

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ

ッ
ト
な
ど
、
市
内

で
生
産
さ
れ
た
ブ

ド
ウ
を
展
示
し
ま

す
。
午
前
11
時
30

分
か
ら
展
示
品
の
即
売
、
生
産
者

に
よ
る
ブ
ド
ウ
の
直
売
を
実
施
し

ま
す
。
売
り
切
れ
次
第
終
了
に
な

り
ま
す
。

期
日
＝
８
月
27
日（
木
）

時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～
午
後
１

時
30
分

情報
ひろば

情報
ひろば
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場
所
＝
市
民
文
化
会
館
ス
カ
イ
ホ

ー
ル
Ｂ

問
い
合
わ
せ
＝
農
業
振
興
課（
☎

内
線
８
４
０
）

　

献
血
に
御
協
力
を

　
４
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の
献
血

に
御
協
力
く
だ
さ
い
。

期
日
＝
８
月
25
日（
火
）

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４

時場
所
＝
市
役
所
玄
関
ロ
ビ
ー

問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課（
☎
内
線

２
７
１
）　

　

菱
町
山
林
火
災
跡
地
に

　

近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い　

　
林
道
は
山
林
火
災
跡
地
の
工
事

に
よ
り
車
両
が
頻
繁
に
出
入
り
し

危
険
で
す
。
ま
た
、
山
林
内
は
降

雨
に
よ
り
地
盤
が
緩
み
、
落
石
や

倒
木
の
危
険
が
増
し
ま
す
。
火
災

跡
地
に
は
引
き
続
き
近
づ
か
な
い

で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
林
業
振
興
課（
☎

内
線
５
６
８
）



　

道
路
位
置
指
定
の

　

審
査
手
数
料
納
付
に
つ
い
て

　
県
建
築
基
準
法
施
行
条
例
の
一

部
改
正
に
合
わ
せ
、
10
月
１
日

（
木
）以
降
の
受
け
付
け
か
ら
市
で

も
道
路
位
置
指
定
の
申
請
に
対
し
、

審
査
手
数
料
５
万
円
を
納
付
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
＝
建
築
指
導
課（
☎

内
線
６
７
４
）

　

忠
霊
塔
早
朝
参
拝
に
つ
い
て

　
市
内
７
か
所
の
忠
霊
塔
に
お
い

て
戦
没
者
の
御
冥
福
を
お
祈
り
す

る
た
め
早
朝
参
拝
を
実
施
し
ま
す
。

期
日
＝
８
月
15
日（
土
）

時
間
＝
午
前
７
時
か
ら

場
所
＝
市
内
の
忠
霊
塔（
雷
電
山
、

梅
田
、
相
生
、
川
内
、
菱
、
新
里
、

黒
保
根
）

問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課（
☎
内
線

２
８
５
）

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の

　

使
用
申
請
受
付

　
さ
く
ら
遊
園
新
設
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
場
が
10
月
１
日（
木
）か
ら

使
用
可
能
に
な
る
に
あ
た
り
、
使

用
申
請
の
受
け
付
け
を
開
始
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
御
確
認
く
だ
さ
い
。

期
日
＝
９
月
２
日（
水
）か
ら（
土
、

日
、
祝
日
を
除
く
）

時
間
＝
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分

申
し
込
み
＝
直
接
公
園
緑
地
課

（
市
役
所
５
階
、
☎
内
線
７
４
７
）

へ
。募

集

　　

地
区
公
民
館
サ
ー
ク
ル
連
協

　

親
善
碁
会
一
般
参
加
者
募
集

　
実
力
差
に
応
じ
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ

プ
を
考
慮
し
た
対
局
で
す
。

期
日
＝
９
月
13
日（
日
）

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４

時場
所
＝
中
央
公
民
館

対
象
＝
市
内
に
居
住
又
は
勤
務
す

る
人

費
用
＝
５
０
０
円（
昼
食
代
を
含

む
）

申
し
込
み
＝
８
月
20
日（
木
）ま
で

に
、
直
接
北
公
民
館（
☎
44
７
９

０
７
）へ
。

　

自
衛
官
・
学
生
募
集

●
８
月
１
日（
土
）か
ら
９
月
８
日

（
火
）ま
で
の
受
け
付
け

対
象
＝
▼
一
般
曹
候
補
生
…
18
歳

以
上
27
歳
未
満
の
人
▼
自
衛
官
候

補
生
…
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人
。

た
だ
し
男
子
は
入
隊
月
に
よ
っ
て

は
随
時
受
付
▼
航
空
学
生
…
高
校

卒
業（
見
込
み
含
む
）で
21
歳
未
満

の
人

●
９
月
５
日（
土
）か
ら
９
月
30
日

（
水
）ま
で
の
受
け
付
け

対
象
＝
▼
防
衛
大
学
校
学
生
、
防

衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生
・
看

護
学
科
学
生
…
高
校
卒
業（
見
込

み
含
む
）で
21
歳
未
満
の
人

問
い
合
わ
せ
＝
自
衛
隊
群
馬
地
方

協
力
本
部
太
田
出
張
所（
☎
０
２

７
６
‐
４
５
‐
５
５
６
３
）

　
講
座
・
講
演

　

青
年
の
家
華
道
教
室

期
日
＝
９
月
９
日（
水
）・
16
日

（
水
）、10
月
９
日（
金
）・14
日（
水
）

時
間
＝
午
後
７
時
～
９
時

場
所
＝
青
年
の
家

対
象
＝
18
歳
以
上
の
人（
男
性
も

是
非
、
御
参
加
く
だ
さ
い
）

募
集
人
数
＝
20
人（
先
着
順
）

費
用
＝
３
２
０
０
円（
４
回
分
）

持
ち
物
＝
花
き
り
用
の
は
さ
み
、

エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル

申
し
込
み
＝
８
月
17
日（
月
）か
ら
、

電
話
又
は
直
接
青
年
の
家（
☎
47

２
１
８
６
）へ
。

　

青
年
の
家
茶
道
教
室

期
日
＝
９
月
10
日
か
ら
10
月
15
日

ま
で
の
毎
週
木
曜
日

時
間
＝
午
後
７
時
～
９
時

場
所
＝
青
年
の
家

対
象
＝
18
歳
以
上
の
人（
男
性
も

是
非
、
御
参
加
く
だ
さ
い
）

募
集
人
数
＝
20
人（
先
着
順
）

費
用
＝
１
５
０
０
円（
６
回
分
）

持
ち
物
＝
白
い
靴
下
、
ふ
く
さ
、

扇
子（
ふ
く
さ
、
扇
子
は
貸
し
出

し
有
り
）

申
し
込
み
＝
８
月
17
日（
月
）か
ら
、

電
話
又
は
直
接
青
年
の
家（
☎
47

２
１
８
６
）へ
。

　

郷
土
史
講
座

　
「
日
本
の
夜
明
け
に
尽
く
し
た

楫か
と
り
も
と
ひ
こ

取
素
彦
の
功
績
」と
題
し
て
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
日
＝
８
月
23
日（
日
）

時
間
＝
午
後
２
時
か
ら

場
所
＝
黒
保
根
支
所
２
階

問
い
合
わ
せ
＝
黒
保
根
公
民
館

（
☎
96
２
５
０
１
）

　

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

期
日
＝
９
月
17
日（
木
）

時
間
＝
▼
午
前
の
部
…
午
前
９
時

30
分
～
午
後
０
時
30
分
▼
午
後
の

部
…
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

（
内
容
は
同
じ
）

場
所
＝
市
民
文
化
会
館

対
象
＝
危
険
物
施
設
に
お
い
て
、

危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
し
て

い
る
危
険
物
取
扱
者（
危
険
物
保

安
監
督
者
を
含
む
）の
う
ち
、
①

平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
に
免
状

の
交
付
又
は
保
安
講
習
を
受
け
、

引
き
続
き
危
険
物
の
取
扱
作
業
に

従
事
し
て
い
る
人
②
新
た
に
危
険

物
の
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い
る

人（
た
だ
し
平
成
26
年
４
月
１
日

以
降
に
免
状
の
交
付
を
受
け
て
い

る
人
は
除
く
）。

募
集
人
数
＝
３
０
０
人
程
度

費
用
＝
４
７
０
０
円（
群
馬
県
収

入
証
紙
に
よ
る
納
入
）

申
し
込
み
＝
８
月
17
日（
月
）か
ら

21
日（
金
）ま
で
に
、
直
接
消
防
本

部
予
防
課（
☎
47
１
７
０
３
）へ
。
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みどり市通信
　　富弘美術館
　　　   特別展「山に行こう」

このコーナーでは、みどり市からのお知らせを掲載しています。

　星野富弘さんが青春
期に熱中した登山や山
にまつわる詩画作品、
エッセイなどを展示し
ています。夏の草花を
紹介する「夏の展示」も
同時開催中です。
期間＝９月13日（日）
まで。※期間中は無休
入館料＝大人500円
(小・中学生300円)
問い合わせ＝富弘美術
館（☎95-6333）

広報きりゅう平成27年8月号



お
知
ら
せ

募
集

講
座
・
講
演

　

中
央
公
民
館
料
理
教
室

　

お
は
よ
う
フ
レ
ン
チ

期
日
＝
９
月
８
日（
火
）、
10
月
６

日（
火
）、
11
月
10
日（
火
）

時
間
＝
午
前
10
時
か
ら

場
所
＝
中
央
公
民
館

対
象
＝
市
内
に
居
住
又
は
勤
務
す

る
人

募
集
人
数
＝
20
人（
先
着
順
）

持
ち
物
＝
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

費
用
＝
３
０
０
０
円（
３
回
分
）

申
し
込
み
＝
８
月
12
日（
水
）午
前

９
時
か
ら
、
費
用
を
添
え
て
直
接

中
央
公
民
館（
☎
47
４
３
４
３
）へ
。

　

夏
休
み
ス
ズ
ム
シ
飼
育
教
室

　
ス
ズ
ム
シ
の
飼
育
方
法
の
お
話

と
、
無
料
配
布
が
あ
り
ま
す
。
飼

育
容
器
に
土
な
ど
を
入
れ
た
も
の

を
御
持
参
く
だ
さ
い
。

期
日
＝
８
月
19
日（
水
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時

場
所
＝
中
央
公
民
館

対
象
＝
市
内
に
居
住
又
は
勤
務
・

通
学
す
る
人

募
集
人
数
＝
30
人（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
８
月
７
日（
金
）午
前

９
時
か
ら
、
電
話
又
は
直
接
中
央

公
民
館（
☎
47
４
３
４
３
）へ
。

　

歴
史
ま
ち
づ
く
り
講
演
会

　
市
で
は
、
歴
史
や
伝
統
文
化
を

活
か
し
た
歴
史
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
全
４
回（
月

１
回
程
度
）に
わ
た
り
様
々
な
テ

ー
マ
で
歴
史
的
な
環
境
の
維
持
継

承
を
考
え
ま
す
。
第
２
回
は
、
市

文
化
財
調
査
委
員
の
平
塚
貞
作
さ

ん
を
講
師
に
、
桐
生
発
祥
の
地
と

さ
れ
る
梅
田
の
市
指
定
史
跡「
梅

原
館
跡
」に
ま
つ
わ
る
歴
史
な
ど

に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

期
日
＝
８
月
27
日（
木
）

時
間
＝
午
後
６
時
～
７
時
30
分

場
所
＝
梅
原
公
会
堂（
梅
田
町
一

丁
目
25
）

募
集
人
数
＝
40
人

申
し
込
み
＝
電
話
で
、
重
伝
建
ま

ち
づ
く
り
課（
☎
内
線
３
４
８
）へ
。

　

要
約
筆
記
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

　

耳
の
不
自
由
な
人
の
た
め
に
、

会
話
の
要
点
を
ま
と
め
て
書
く
方

法
を
学
び
ま
す
。

期
日
＝
８
月
29
日
、
９
月
５
日
・

12
日
の
毎
週
土
曜
日

時
間
＝
午
前
10
時
～
正
午

場
所
＝
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

募
集
人
数
＝
15
人

申
し
込
み
＝
８
月
24
日（
月
）ま
で

に
、
電
話
で
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
☎
43
０
１
８
３
）へ
。

　

自
然
観
察
の
森
行
事

　

キ
ノ
コ
の
観
察
会

　
群
馬
県
野
生
キ
ノ
コ
同
好
会
の

皆
さ
ん
が
園
内
を
観
察
し
な
が
ら

キ
ノ
コ
の
お
話
を
し
ま
す
。

期
日
＝
９
月
６
日（
日
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
正
午

場
所
＝
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
＝
自
然
観
察
の
森

（
☎
65
６
９
０
１
）

　

群
大
工
学
部
創
立
１
０
０

　

周
年
記
念
講
演
会

期
日
＝
９
月
５
日（
土
）

問
い
合
わ
せ
＝
群
馬
大
学
工
学
部

創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
実
行

委
員
会
事
務
局(

☎
30
１
０
２
７)

▼
醤し
ょ
う
ゆ油
の
匠
た
く
み
、
来
る
。

　
醤
油
専
門
店「
職
人
醤
油
」を
運

営
す
る
高
橋
万
太
郎
さ
ん
が
、
醤

油
の
歴
史
、
魅
力
を
語
り
ま
す
。

時
間
＝
午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所
＝
群
馬
大
学
桐
生
キ
ャ
ン
パ
ス

▼
最
先
端
研
究
講
演
会

・
尽
き
る
こ
と
の
な
い
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
求
め
て
‐
核
融
合
研
究
の
現

状
と
課
題
‐（
電
子
情
報
部
門
・

高
橋
俊
樹
准
教
授
）

・
微
生
物
の
気
持
ち
‐
見
え
な
い

相
手
と
ど
う
付
き
合
う
か
‐（
環

境
創
生
部
門
・
伊
藤
司
准
教
授
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
正
午

場
所
＝
桐
生
地
域
地
場
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー

対
象
＝
中
学
生
以
上
の
人

広
告

ス
ポ
ー
ツ

15 桐生市役所　　☎0277 ‐ 46 ‐ 1111

桐生市青年祭
参加団体・参加者募集

　10月11日（日）、青年の家で青年祭を
開催します。誰でも参加できるお祭りで
すので、ふるって御参加ください。また、
当日の運営や準備などを手伝っていただ
ける人も募集します。
募集内容
●展示作品…絵画、写真、彫塑など
●ライブ・パフォーマンス…コント、ダ
ンス、演劇、演奏など
●模擬店…焼きそば、綿菓子、金魚すく
い、焼きまんじゅうなど
●フリーマーケット
※模擬店・フリーマーケットは１店又は
１区画につき1,000円の出店料が必要。
申し込み＝８月17日（月）から（模擬店は
同種類の申し込みは先着順）、直接青年
の家（☎47 ‐ 2186）へ。

催
し



　

中
央
公
民
館
イ
ン
テ
リ
ア
教
室

　

サ
ン
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
づ
く
り

　
太
陽
の
光
を
反
射
さ
せ
、
た
く

さ
ん
の
虹
の
光
を
空
間
に
作
り
出

す
イ
ン
テ
リ
ア
の
サ
ン
キ
ャ
ッ
チ
ャ

ー
を
作
り
ま
す
。

期
日
＝
９
月
19
日（
土
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
１
時

場
所
＝
中
央
公
民
館

対
象
＝
市
内
に
居
住
又
は
勤
務
・

通
学
す
る
人

募
集
人
数
＝
20
人（
先
着
順
）

費
用
＝
１
５
０
０
円

申
し
込
み
＝
８
月
12
日（
水
）午
前

９
時
か
ら
、
費
用
を
添
え
て
直
接

中
央
公
民
館（
☎
47
４
３
４
３
）へ
。

　

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
の
講
座

　
会
場
は
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
で

す
。
詳
し
い
こ
と
は
職
業
訓
練
セ

ン
タ
ー
（
☎
54
２
１
０
１
）へ
。

▼
ビ
ジ
ネ
ス
エ
ク
セ
ル
講
座

期
日
＝
９
月
14
日
か
ら
11
月
２
日

ま
で
の
毎
週
月
・
木
曜
日
※
休
講

日
有
り
※
全
13
日
間

時
間
＝
午
後
６
時
45
分
～
８
時
45

分募
集
人
数
＝
20
人（
抽
せ
ん
）

費
用
＝
４
３
３
４
円

申
込
締
切
＝
９
月
２
日（
水
）

▼
行
動
心
理
学
を
学
ぼ
う
！
講
座

コ
ー
ス
・
期
日
＝
①
入
門
編
／
９

月
29
日（
火
）、
10
月
６
日（
火
）②

仕
事
生
活
活
用
編
／
10
月
13
日

（
火
）③
仕
事
生
活
応
用
編
／
10
月

20
日（
火
）④
研
究
編
Ⅰ
・
Ⅱ
／
10

月
27
日（
火
）、
12
月
15
日（
火
）

時
間
＝
各
編
共
通
、
午
後
６
時
30

分
～
８
時
30
分　

募
集
人
数
＝
20
人（
抽
せ
ん
）

費
用
＝
各
コ
ー
ス
１
０
２
０
円
※

全
コ
ー
ス
一
括
申
し
込
み
で
割
引

有
。

申
込
締
切
＝
９
月
10
日（
木
）

ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
　

　

新
卓
球
交
流
会

　
サ
ー
ク
ル
連
絡
協
議
会
ス
ポ
ー

ツ
部
門
に
よ
る
ラ
リ
ー
形
式
の
新

卓
球
の
交
流
会
で
す
。

期
日
＝
11
月
４
日（
水
）

時
間
＝
午
前
８
時
45
分
～
正
午

場
所
＝
市
民
体
育
館

対
象
＝
市
内
に
居
住
又
は
勤
務
す

る
人

費
用
＝
１
０
０
円

申
し
込
み
＝
８
月
10
日（
月
）か
ら

９
月
４
日（
金
）ま
で
に
、
費
用
を

添
え
て
直
接
桜
木
公
民
館（
☎
52

２
３
６
９
）へ
。

　

は
じ
め
て
の
気
功
体
験
教
室

　
初
心
者
で
も
で
き
る
、
自
己
の

免
疫
力
・
治
癒
力
を
高
め
る
健
康

体
操
で
す
。
運
動
し
や
す
い
服
装
、

タ
オ
ル
、
マ
ッ
ト
を
用
意
し
御
参

加
く
だ
さ
い
。

期
日
＝
９
月
３
日
か
ら
24
日
ま
で

の
毎
週
木
曜
日　

時
間
＝
午
後
３
時
～
４
時
30
分

場
所
＝
ユ
ー
ユ
ー
館

対
象
＝
市
内
に
居
住
又
は
勤
務
・

通
学
す
る
18
歳
以
上
の
人
※
高
校

生
を
除
く

募
集
人
数
＝
20
人（
先
着
順
）

参
加
費
＝
２
０
０
０
円

申
し
込
み
＝
８
月
７
日（
金
）か
ら
、

電
話
で
市
民
体
育
館（
☎
54
５
７

０
５
）へ
。

　

健
康
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
「
か
ら
だ
を

　

リ
フ
ォ
ー
ム
パ
ワ
ー
ヨ
ガ
」

　
パ
ワ
ー
ヨ
ガ
は
、
一
般
的
な
ヨ

ガ
に
ス
ト
レ
ッ
チ
や
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
の
要
素
を
加
え
た
も
の
で
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
や
ダ
イ
エ
ッ
ト

効
果
な
ど
様
々
な
効
果
が
期
待
で

き
ま
す
。
自
分
の
ペ
ー
ス
で
無
理

な
く
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
日
＝
９
月
18
日
、
10
月
２
日
・

９
日
・
16
日
・
30
日
の
各
金
曜
日

時
間
＝
午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所
＝
保
健
福
祉
会
館

対
象
＝
市
内
居
住
で
運
動
制
限
の

な
い
、
お
お
む
ね
64
歳
ま
で
の
人

募
集
人
数
＝
30
人（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
８
月
11
日（
火
）か
ら
、

電
話
で
健
康
づ
く
り
課（
☎
47
１

１
５
２
）へ
。

催
し

　

桐
生
か
ら
く
り
人
形
芝
居

　
毎
月
第
１
・
第
３
土
曜
日
に
上

演
し
ま
す
。

時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３

時
※
１
日
５
回
上
演

場
所
＝
有
鄰
館
内
桐
生
か
ら
く
り

人
形
芝
居
館

問
い
合
わ
せ
＝
観
光
交
流
課（
☎

内
線
３
６
６
）

　

親
子
で
秋
の
野
外
活
動
を

　

体
験
し
よ
う

　　
テ
ン
ト
に
泊
ま
っ
て
、
自
然
の

恵
み
を
満
喫
で
き
る
活
動
体
験
を

し
ま
す
。

期
日
・
時
間
＝
９
月
５
日（
土
）午

前
10
時
か
ら
６
日（
日
）午
後
２
時

30
分
ま
で（
１
泊
２
日
）

場
所
＝
青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ

ー対
象
＝
親
子

募
集
人
数
＝
10
組（
先
着
順
）

費
用
＝
大
人
２
０
０
０
円
、
子
供

１
５
０
０
円
、
未
就
学
児
１
０
０

０
円

申
し
込
み
＝
８
月
11
日（
火
）か
ら
、

電
話（
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）で

青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
（
☎

32
２
６
４
４
）へ
。

　

桐
生
え
き
な
か
市

　
新
鮮
な
野
菜
や
手
作
り
加
工
品

な
ど
を
販
売
し
ま
す
。

期
日
＝
８
月
２
日
か
ら
９
月
６
日

ま
で
の
毎
週
日
曜
日

時
間
＝
午
前
９
時
～
11
時
30
分

（
売
り
切
れ
次
第
終
了
）

場
所
＝
Ｊ
Ｒ
桐
生
駅
南
口

桐生が岡動物園

　ひんやり水族館

　水族館内の照明を水槽のみにします。涼
みながら、幻想的な水槽をお楽しみくださ
い。
期間＝８月31日までの毎週土・日曜日
時間＝午前９時～午後４時
場所＝桐生が岡動物園水族館
問い合わせ＝桐生が岡動物園（☎22 ‐
4442）

「桐生を好きな子供」を育てる事業ロゴマーク 
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お
知
ら
せ

講
座
・
講
演

ス
ポ
ー
ツ

催
し

　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

　
夏
の
星
空
の
投
影
と
星
座
の
お

話
を
し
ま
す
。

期
日
＝
８
月
８
日（
土
）・
９
日

（
日
）・
22
日（
土
）・
23
日（
日
）

時
間
＝
午
後
２
時
～
２
時
40
分

場
所
＝
中
央
公
民
館
３
階

募
集
人
数
＝
50
人（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
当
日
、
午
前
９
時
か

ら
入
場
券
を
図
書
館（
☎
47
４
３

４
１
）１
階
カ
ウ
ン
タ
ー
で
配
布
。

　

ワ
ン
コ
イ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

　
口
笛
の
世
界
大
会
優
勝
者
の
青

柳
呂ろ

む武
が
、
高
田
和い
ず
み泉
、
ク
ラ
イ

ス
ラ
ー
、
モ
ン
テ
ィ
の
曲
を
披
露

し
ま
す
。

期
日
＝
８
月
21
日（
金
）

時
間
＝
午
前
11
時
30
開
演

場
所
＝
市
民
文
化
会
館
シ
ル
ク
ホ

ー
ル

費
用
＝
全
席
自
由
５
０
０
円
※
事

前
の
販
売
は
、
回
数
券（
５
枚
つ

づ
り
２
０
０
０
円
）の
み

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
文
化
会
館

（
☎
22
９
９
９
９
）

　

夏
の
天
体
観
察
会

期
日
＝
８
月
22
日（
土
）

時
間
＝
午
後
６
時
～
９
時

場
所
＝
中
央
公
民
館
天
体
観
察
室

と
屋
上（
天
候
が
悪
い
と
き
は
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室
で
天
文
教
室
を

行
い
ま
す
）

募
集
人
数
＝
30
人（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
８
月
11
日（
火
）か
ら
、

電
話
又
は
直
接
図
書
館（
☎
47
４

３
４
１
）１
階
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
。

　

水
曜
劇
場
「
劇
団
ブ
ー
メ
ラ
ン
」

　

劇
団
ブ
ー
メ
ラ
ン
に
よ
る「
エ

ル
コ
ス
の
祈
り
」を
上
演
し
ま
す
。

期
日
＝
８
月
30
日（
日
）

時
間
＝
午
後
２
時
開
演

場
所
＝
中
央
公
民
館
市
民
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
＝
中
央
公
民
館（
☎

47
４
３
４
３
）

　

南
公
園
星
空
観
察
会

　
夏
の
夜
空
を
観
察
し
ま
す
。
当

日
は
懐
中
電
灯
を
御
持
参
く
だ
さ

い
。
※
曇
で
星
空
が
見
え
な
い
場

合
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
用
し

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
４
時
※

手
機・星
つ
き
体
験
は
５
日（
土
）・

６
日（
日
）の
午
前
11
時
か
ら
午
後

３
時
ま
で
随
時
。
染
色
体
験
は
、

６
日（
日
）の
午
前
11
時
か
ら
と
午

後
２
時
か
ら
、
各
回
先
着
25
人
。

場
所
＝
有
鄰
館
味
噌
蔵
・
醤
油
蔵

▼K

キ

リ

ュ

ウ

IR
Y

U
 

 
T

テ

キ

ス

タ

イ

ル

E
X

T
IL

E
 

W

ワ

ー

ク

ス

O
R

K
S

―
桐
生
に
ゆ
か
り
の
あ

る
作
家
の
新
た
な
る
試
み
―

期
間
＝
９
月
４
日（
金
）
～
６
日

（
日
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所
＝
パ
ン
セ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
本

町
三
丁
目
３
‐
１
）、
有
鄰
館
味

噌
蔵
・
醤
油
蔵

問
い
合
わ
せ
＝
産
業
政
策
課（
☎

内
線
５
６
５
）

て
開
催
し
ま
す
。
中
学
生
以
下
は
、

保
護
者
も
参
加
。

期
日
＝
８
月
22
日（
土
）

時
間
＝
午
後
７
時
～
８
時
30
分
※

雨
天
中
止

場
所
＝
南
公
園
内
芝
生
広
場

申
し
込
み
＝
当
日
、
午
後
６
時
30

分
か
ら
南
公
園
管
理
事
務
所（
☎

52
３
４
５
６
）で
受
け
付
け
。

　

織
都
桐
生
千
三
百
年
記
念　

　

２
企
画
展
同
時
開
催

▼
桐
生
織
伝
統
工
芸
士
28
人
の
技

vol.2

　

桐
生
織
の
伝
統
工
芸
士
の
作
品

展
示
の
ほ
か
体
験
も
で
き
ま
す
。

期
間
＝
９
月
４
日（
金
）
～
６
日

（
日
）

募
集 テニス 10月12日（祝）

まで
相生庭球コート、元宿
庭球コート

野球 8月2日（日）～
10月25日（日）

桐生球場、附属球場、
広沢球場

ソフトボール 8月23日（日）～
11月15日（日）

附属球場、市民広場

水泳 8月30日（日） 市民プール
バレーボール 8月30日（日）～

10月18日（日）
市民体育館、北体育館、
新里社会体育館

インディアカ 8月30日（日） 北体育館
山岳 9月5日（土）・6

日（日）
立山

バドミントン 9月5日（土）～
10月3日（土）

市民体育館

バスケットボー
ル

9月6日（日）～
10月4日（日）

市民体育館、新里社会
体育館

射撃 9月6日（日）・
10月18日（日）

足利常設クレー射撃
場、ぐんまジャイアン
ト射撃場

空手道 9月6日（日） 北体育館
グラウンド・ゴ
ルフ

9月8日（火） ユーユー広場

陸上競技 9月19日（土） 陸上競技場
少林寺拳法 9月20日（日） 青年の家体育館
卓球 10月3日（土）～

10月17日（土）
市民体育館、みどり市
民体育館

サッカー 10月4日（日）～
12月6日（日）

陸上競技場ほか

体操 10月4日（日） 市民体育館
相撲 10月4日（日） 相撲道場
ハンドボール 10月10日（土） 市民体育館
ソフトテニス 10月11日（日） 相生庭球コート
弓道 10月11日（日） 桐生弓道場
剣道 10月11日（日） 市民体育館
柔道 10月18日（日） 青年の家柔・剣道場
日本拳法 11月1日（日） 青年の家武道場
太極拳 11月1日（日） 市民体育館
パークゴルフ 11月8日（日） 太田パークゴルフ場
ラグビー 12月20日（日） さくら遊園
スキー 平成28年1月17

日（日）
スノーパーク尾瀬戸倉

スケート 2月27日（土）・
3月6日（日）

桐生スケートセンター

アイスホッケー 3月6日（日） 桐生スケートセンター
カーリング 3月 桐生スケートセンター

市民体育大会日程
　第68回市民体育大会を開催します。是非、観戦
してください。なお、日程などは変更となる場合が
あります。
問い合わせ＝スポーツ体育課（☎内線658）　

※なぎなた、ボウリング、ゴルフは７月に開催しました。
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桐
生
が
岡
遊
園
地
の
イ
ベ
ン
ト

▼
音
楽
ラ
イ
ブ

　
ザ
・
ウ
ド
ニ
ー
ズ
に
よ
る
ラ
イ

ブ
公
演
で
す
。

期
日
＝
８
月
９
日（
日
）

時
間
＝
①
正
午
か
ら
②
午
後
２
時

30
分
か
ら

場
所
＝
桐
生
が
岡
遊
園
地
中
央
広

場
※
雨
天
中
止

▼
こ
ど
も
縁
日

　

金
魚
す
く
い
、
輪
投
げ（
各
１

回
１
０
０
円
）を
行
い
ま
す
。

　

の
り
も
の
回
数
利
用
券（
12
枚

つ
づ
り
１
１
０
０
円
）を
購
入
し

「
あ
た
り
」の
出
た
人
は
、
１
回
無

料
で
す
。
※
各
日
２
０
０
枚

期
日
＝
８
月
15
日（
土
）・
16
日

（
日
）※
雨
天
中
止

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所
＝
桐
生
が
岡
遊
園
地
管
理
事

務
所
前

▼
昔
の
遊
び
体
験

　
竹
を
使
っ
た
水
鉄
砲
作
り
な
ど

を
体
験
し
ま
す
。
当
日
は
濡
れ
た

時
の
着
替
え
な
ど
を
用
意
し
て
御

参
加
く
だ
さ
い
。

期
日
＝
８
月
23
日（
日
）※
雨
天
中
止

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所
＝
桐
生
が
岡
遊
園
地
管
理
事

務
所
前

問
い
合
わ
せ
＝
桐
生
が
岡
遊
園
地

（
☎
22
７
５
８
０
）

　

怖
い
お
は
な
し
会

　
ち
ょ
っ
と
怖
い
お
話
や
、
不
思

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
５
時

費
用
＝
入
館
料（
一
般
１
０
０
０

円
、高
校・大
学
生
６
０
０
円
、小・

中
学
生
３
０
０
円
）

問
い
合
わ
せ
＝
大
川
美
術
館（
☎

46
３
３
０
０
）

▼
妊
娠
・
出
産
に
よ
る
解
雇
は
違

法
で
す

　
妊
娠
や
出
産
な
ど
を
理
由
に
解

雇
し
た
り
、
退
職
を
強
要
す
る
こ

と
な
ど
は
違
法
で
す
。
不
利
益
な

取
り
扱
い
を
受
け
た
り
、
困
っ
た

こ
と
が
あ
っ
た
ら
御
相
談
く
だ
さ

い
。
匿
名
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
群
馬
労
働
局
雇
用

均
等
室（
☎
０
２
７
‐
２
１
０
‐

５
０
０
９
※
土
、
日
、
祝
日
を
除

く
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分
）

▼
年
金
情
報
流
出
を
口
実
と
し
た

犯
罪
に
御
注
意
く
だ
さ
い

　
日
本
年
金
機
構
へ
の
不
正
ア
ク

セ
ス
に
よ
る
年
金
情
報
流
出
を
口

実
と
し
、
日
本
年
金
機
構
を
名
乗

っ
て
口
座
番
号
を
聞
き
出
そ
う
と

す
る
者
や
、「
流
出
し
た
個
人
情

報
を
削
除
し
て
あ
げ
る
」と
持
ち

か
け
て
く
る
者
が
現
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
年
金
機
構
か
ら
、
こ
の
件

で
お
客
様
に
電
話
や
メ
ー
ル
で
連

絡
す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
日
本
年
金
機
構
が
、
こ

の
件
で
お
金
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
を
要
求
し
た
り
、
銀
行
な
ど
で

Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ

と
は
、
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

お
知
ら
せ

募
集

講
座
・
講
演

ス
ポ
ー
ツ

　
な
お
、
流
出
が
確
認
さ
れ
た
人

へ
の
新
し
い
基
礎
年
金
番
号
は
、

郵
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
今
回
の
情
報
流
出
に
よ

り
、
年
金
そ
の
も
の
が
な
く
な
っ

た
り
、
減
っ
た
り
、
横
取
り
さ
れ

た
り
、
支
払
い
が
滞
る
な
ど
の
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
情
報
の
流
出
な
ど
が
心
配
な
人

は
、
専
用
電
話
窓
口（
☎
０
１
２

０
‐
８
１
８
‐
２
１
１
※
祝
日
を

除
く
午
前
８
時
30
分
～
午
後
９

時
）又
は
桐
生
年
金
事
務
所（
☎
44

２
３
１
１
）へ
御
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
業
務
改
善
助
成
金

　
賃
金
引
上
げ
計
画
や
業
務
改
善

計
画
が
あ
る
中
小
企
業
の
経
費
を

助
成
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
群
馬
労
働
局
労
働

基
準
部
賃
金
室（
☎
０
２
７
‐
２

１
０
‐
５
０
０
５
）

▼
経
営
指
導
員
研
修
生
採
用
資
格

試
験

　
平
成
28
年
４
月
採
用
で
、
県
内

各
地
の
商
工
会
に
配
属
さ
れ
ま
す
。

申
込
期
間
＝
９
月
４
日（
金
）
～

24
日（
木
）

対
象
＝
昭
和
62
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
高
校
卒
業
以
上
の
人

で
、
所
定
の
経
験
な
ど
が
あ
る
人
。

問
い
合
わ
せ
＝
群
馬
県
商
工
会
連

合
会（
☎
０
２
７
‐
２
３
１
‐
９

７
７
９
）

▼
国
有
林
見
学
会

　
花
見
ヶ
原
遊
歩
道
な
ど
を
歩
き

な
が
ら
国
有
林
を
案
内
し
ま
す
。

期
日
＝
９
月
16
日（
水
）※
雨
天
決
行

時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
３
時

集
合
場
所
＝
群
馬
森
林
管
理
署
水

沼
森
林
事
務
所（
黒
保
根
町
水
沼
）

対
象
＝
市
内
又
は
み
ど
り
市
に
居

住
す
る
18
歳
以
上
の
人（
お
子
さ

ん
の
同
伴
は
可
）

募
集
人
数
＝
10
人（
先
着
順
）

費
用
＝
１
０
０
０
円（
昼
食
代
、

交
通
費
含
む
。
そ
ば
打
ち
体
験
は

別
途
５
０
０
円
）

申
し
込
み
＝
８
月
10
日（
月
）か
ら

14
日（
金
）ま
で
の
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
に
、
電
話
又
は
直

接
群
馬
森
林
管
理
署
水
沼
森
林
事

務
所（
☎
96
２
２
４
４
又
は
☎
０

９
０
‐
１
５
６
７
‐
３
５
４
０
）

へ
。

議
な
お
話
を
し
ま
す
。　
　

期
日
＝
８
月
22
日（
土
）

時
間
＝
①
午
後
１
時
～
１
時
45
分

②
午
後
１
時
55
分
～
３
時

場
所
＝
中
央
公
民
館
４
階

対
象
＝
幼
児
以
上

問
い
合
わ
せ
＝
図
書
館（
☎
47
４

３
４
１
）

　

夏
休
み

　

ア
ト
リ
ウ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

　
桐
生
西
高
校
の
生
徒
が
和
太
鼓

を
演
奏
し
ま
す
。

期
日
＝
８
月
13
日（
木
）

時
間
＝
正
午
～
午
後
１
時

場
所
＝
市
民
文
化
会
館
１
階
ア
ト

リ
ウ
ム（
玄
関
ホ
ー
ル
）

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
文
化
会
館

（
☎
40
１
５
０
０
）

関
連
団
体
か
ら
の

お
知
ら
せ

▼
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
促
進

　
土
、
日
、
祝
日
に
年
次
有
給
休

暇
を
組
み
合
わ
せ
て
、
連
休
を
実

現
す
る「
プ
ラ
ス
ワ
ン
休
暇
」で
夏

季
に
お
け
る
連
続
休
暇
の
実
施
を

図
り
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
＝
群
馬
労
働
局
労
働

基
準
部
監
督
課（
☎
０
２
７
‐
２

１
０
‐
５
０
０
３
）

▼
大
川
美
術
館
特
別
企
画
展

　
「
戦
争
の
時
代
を
生
き
た
画
家

た
ち
」と
題
し
た
企
画
展
で
す
。

期
間
＝
11
月
８
日（
日
）ま
で

催
し

広
告
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各種相談案内

広
告

相談・内容 期日・時間 場所 問い合わせ
市民相談
（日常生活全般の相談）

月～金曜日（祝日を除く）
午前９時～午後４時 市民相談室（市役所２階） 市民相談室（☎内線355・503）

※電話での相談にも応じます。

無料法律相談
（弁護士による相談）

８月６日、20日、27日、９月
３日の各木曜日
午前10時～正午

市民相談室（市役所２階） 市民相談室（☎内線355・503）

※要予約。２週間前から市民相談室（☎内線355・503）で、午前９時から午後４時まで先着順
に受け付けます。相談人数は１日当たり７人です。
８月５日（水）
午後１時～３時

みどり市笠懸会場（みどり市
笠懸老人憩の家）

みどり市社会福祉協議会本所
（☎76‐4111）

※要予約。みどり市社会福祉協議会本所（☎76‐4111）で、先着順に受け付けます。
８月17日（月）
午後１時～３時

みどり市大間々会場（みどり
市厚生会館）

みどり市社会福祉協議会大
間々支所（☎72‐4054）

※要予約。みどり市社会福祉協議会大間々支所（☎72‐4054）で、先着順に受け付けます。

人権相談
（人権侵害や差別など
　に関する相談）

８月11日（火）・25日（火）
午後１時30分～３時30分 市民相談室（市役所２階） 市民相談室（☎内線355・503）

８月３日（月）、９月１日（火）
午前９時30分～11時30分 新里総合センター（３階） 新里支所市民生活課

（☎74‐2384）
８月20日（木）
午前９時～11時 黒保根支所（２階） 黒保根支所市民生活課

（☎96‐2111）
消費生活相談
（消費生活に関する苦情
　や相談）

月～金曜日（祝日を除く）
午前９時～午後４時

桐生市消費生活センター
（保健福祉会館４階）

桐生市消費生活センター
（☎40‐1112）

行政相談
（国などの仕事への要
　望・苦情）

８月11日（火）・25日（火）
午後１時30分～３時30分 市民相談室（市役所２階） 市民相談室（☎内線355・503）

８月３日（月）、９月１日（火）
午前９時30分～11時30分 新里総合センター（３階） 新里支所市民生活課

（☎74‐2384）
８月20日（木）
午前９時～11時 黒保根支所（２階） 黒保根支所市民生活課

（☎96‐2111）

労働相談
（職場のトラブルに関する相談）

８月７日（金）・21日（金）、
９月４日（金）
午前９時～正午

市民相談室（市役所２階） 産業政策課（☎内線564）

家庭児童相談
（家庭、児童、母子な
　どに関する相談）
児童虐待通報
（児童虐待と思ったら）

月～金曜日
午前８時30分～午後５時15分 子育て支援課（市役所１階） 子育て支援課

（☎内線250・251）
月～金曜日
午前８時30分～午後５時15分

みどり市こども課
（笠懸庁舎）

みどり市こども課
（☎76‐0995）

児童相談所全国共通ダイヤル☎１８９（いち・はや・く）24時間対応
電話はお近くの児童相談所につながり専門家が対応します。子供に対する暴行による身体的虐待、
言葉による心理的虐待、食事を与えないなどの育児放棄、性的虐待など、虐待かもと思ったら悩
まずに児童相談所（☎189）や子育て支援課（☎内線250・251）に通告や相談をしてください。

福祉、介護、教育、育児などの相談には、それぞれの担当課で応じています。
土、日、祝日は、児童相談所を除き、各相談業務、予約の受け付けとも行っていません。
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乳・幼児　健康診査など

群馬こども救急相談
　休日や夜間（翌朝８時まで）
に子供が急に具合が悪くなっ
たとき相談に応じます。

☎♯８０００（短縮）

問い合わせ＝健康づくり課（☎ 47‐1152）、新里保健センター（☎ 74‐5550）

Ｑ １歳の男の子です。パンが好
きでよく食べ、体重が１週間に
１キロ増えています。しかし、
この頃、野菜は食べてくれませ
ん。
Ａ パンは、軟らかいので食べや
すいのかもしれません。食べる
量を決め、甘くないパンや少し
固いパンなど工夫してみましょ
う。野菜は、ゆでたり、具だく
さんのスープや味噌汁などにし
たりするのも良いでしょう。ま
た、大人が食べる姿を見せ、お
いしいものと思わせるのも良い
でしょう。

問い合わせ＝子育て支援課（☎
内線251）

みどり市との連携・交流事業
みどり市パパママクラス
　みどり市パパマ
マクラスの「ママ
クラス２日目」に
参加できます。歯
医師と歯科衛生士、助産師からのお
話が聞けます。
期日＝９月14日（月）
時間＝午後１時～４時
場所＝笠懸保健センター
申し込み＝９月１日（火）までに、
電話で笠懸保健センター（☎76‐
2510）へ。※当日は、母子健康手
帳、筆記用具、歯ブラシ、手鏡、コ
ップを持参し、ストレッチしやすい
服装でお越しください。

会場 行事 期日 受付時間 対象・内容

保健福祉
会館

１歳児かみかみ教室 ９/１（火）9:30 ～ 10:00 平成 26年 9月生まれ	

３か月児健康診査 ９/２（水）13:20～13:45 平成 27年 5月 6日～ 6月 2日生まれ

７か月児健康診査
ステップアップ！離乳食
絵本を配布（ブックスタート事業）

９/９（水）13:20～13:45 平成 27年 1月 1日～ 1月 25日生まれ

育児相談 ９/10（木）13:30～14:00 未就学児と保護者

もぐもぐ離乳食 ９/15（火）9:30 ～ 9:45 生後およそ５、６か月のお子さんと保護者※申し込みが必要で、参加費は１００円です。

１歳６か月児健康診査 ９/25（金）13:20～14:00 平成 26年 1月 30日～ 2月 26日生まれ

２歳児歯科健康診査 ９/28（月）13:20～14:00 平成 25年 3月生まれ

３歳児健康診査 ９/29（火）13:20～14:00 平成 24年 2月 11日～ 3月 14日生まれ

３か月児健康診査 ９/30（水）13:20～13:45 平成 27年 6月 3日～ 6月 30日生まれ

新里町
保健文化
センター

育児相談 ９/14（月）13:30～14:00 未就学児と保護者

２歳児歯科健康診査 ９/16（水）13:20～14:00 平成 25年 2月1日～4月30日生まれ

3か月・７か月児健康診査
ステップアップ！離乳食
７か月児に絵本を配布（ブックスタート事業）

９/17（木）13:20～13:45 平成 27年 6月1日～6月30日生まれ（3か月児）平成 27年 2月1日～2月28日生まれ（7か月児）

東部児童相談所巡回相談
　発達が気掛かり
なお子さんに専門
スタッフや医師が、
心理学的な面や医
学的な面からの相談判定や助言指導
を行います。
期日＝９月10日（木）
時間＝午前10時～午後３時※予約
が必要です。
場所＝みどり市笠懸公民館
申し込み＝電話で子ども発達相談室
（☎43‐2000）へ。

８月のおはなし会
　お子さんの年齢に合わせ、絵本や
紙芝居などの読み聞かせを行います。
是非、御参加ください。
●図書館（☎47‐4341）
期日＝８月８日（土）・20日（木）
・22日（土）
時間＝午前11時から30分程度
●新里図書館（☎74‐8080）
期日＝８月22日（土）
時間＝午前11時から30分程度
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子育て ナビゲーション

松
まつ

平
だいら

佳
か な

奈ちゃん
６か月

（堤町二丁目）
おばあちゃん大好き！！
お話しすると笑顔にな
れる
たくさんの愛情の中で
すくすく育ってね

舩
ふなこし

越 蓮
れん

ちゃん
１歳１か月

（相生町二丁目）

竹
たけ

澤
ざわ

 颯
そう

和
わ

ちゃん
１歳

（川内町二丁目）
いつも素敵な笑顔でみ
んなを幸せに包んでく
れてありがとう。
蓮君のことがだ～いす
きだよ！！

初めてのお誕生日おめで
とう！毎日パパとママは
颯くんの笑顔に元気をも
らっています！これから
も元気にすくすくと成長
してね！

　市内に居住する３歳まで（申し込み
時）の桐生っ子を募集します。
申し込み ＝ Ｅメール （johoseisaku@
city.kiryu.lg.jp）にお子さんの氏名（フ
リガナ）、生年月日、住所、保護者氏名（フ
リガナ）、電話番号とお子さんへのメッ
セージ（40 文字以内）を記入し、お子
さんの画像データを添付の上、情報政
策課（☎内線 506）に申し込んでくだ
さい。

パチリい
い顔

桐生っ子

里・黒保根支所で受け付けます。た
だし、黒保根支所は黒保根町に居住
する人のみ受け付けます。
８月20日（木）までに手続きを
　添付書類の不備なども想定し、な
るべく８月20日（木）までに手続
きしていただけますよう御協力をお
願いします。
８月16日（日）は臨時に受け付け
　８月16日（日）は、午前９時か
ら午後４時まで市役所１階の子育て
支援課で受け付けます。
問い合わせ＝子育て支援課（☎内
線268）、新里支所市民生活課（☎
74‐2904）、黒保根支所市民生活
課（☎96‐2112）

級程度)、父又は母の生死が不明、
父又は母から１年以上遺棄、父又は
母が１年以上拘禁、母が未婚の子、
孤児、ＤＶなど。
　上記いずれかの条件に該当する児
童を監護している母又は父や、母又
は父に代わって養育している人。
支給期間
　児童が18歳に達する年の年度末
まで。ただし、精神又は身体に障害
がある場合は20歳未満まで。
受付期間
　８月３日（月）から31日（月）
まで（土・日曜日を除く）の午前８
時30分から午後５時15分までの間、
市役所１階の子育て支援課及び新

　現在児童扶養手当を受給している
人には、通知を郵送しますので期間
内に手続きをしてください。
　手続きが遅れると８月分以降の児
童扶養手当が受給できなくなる場合
も有りますので、御注意ください。
　「児童扶養手当一部支給停止適用
除外事由届出書」の提出が必要な人
は現況届と併せて必ず期間内に手続
きをしてください。
　児童扶養手当の受給資格に該当す
る人で、まだ申請をしていない場合
は御相談ください。
支給対象
　父母が離婚、父又は母が死亡、父
又は母が重度の障害者(国民年金１

るべく８月25日（火）までに手続
きしていただけますよう御協力をお
願いします。
８月16日（日）は臨時に受け付け
　８月16日（日）は、午前９時か
ら午後４時まで市役所１階の子育て
支援課で受け付けます。
問い合わせ＝子育て支援課（☎内
線250）、新里支所市民
生活課（☎74‐2904）、
黒保根支所市民生活課
（☎96‐2112）

　なお、受給については父母などの
所得によって制限が有ります。
受付期間
　８月11日（火）から９月10日
（木）まで（土・日曜日を除く）の
午前８時30分から午後５時15分ま
での間、市役所１階の子育て支援課
及び新里・黒保根支所で受け付けま
す。ただし、黒保根支所は、黒保根
町に居住する人のみ受け付けます。
８月25日（火）までに手続きを
　添付書類の不備なども想定し、な

　現在特別児童扶養手当を受給して
いる人には通知を郵送しますので、
期間内に手続きをしてください。
　手続きが遅れると、８月分以降の
特別児童扶養手当が受給できなくな
る場合も有りますので、御注意くだ
さい。特別児童扶養手当の受給資格
に該当する人でまだ申請をしていな
い場合は、御相談ください。
支給対象
　精神又は身体に障害がある20歳
未満の児童を養育している人。

「児童扶養手当」お早目に手続きを

「特別児童扶養手当所得状況届」お早目に手続きを
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※受診の際は各病医院などに事前に問い合わせください。休日当番医・接骨院は変更になる場合があります。

救急病院案内テレホン ☎ 22 ‐ 0099（24 時間対応）

休日緊急歯科診療所 ☎ 45 ｰ 1397
期日＝日曜日、祝日
時間＝午前 10 時～午後 3 時
場所＝桐生市歯科医師会館（堤町三丁目３‐２、
         赤岩橋堤町側交差点付近）

　８・９月　休日当番医   時間：午前９時～午後６時

期日 診療科目 病医院（電話番号） 場所

８月２日
（日）

外・内・児・整形外科
内・小児科
内科
耳鼻咽喉科

恵愛堂病院（73‐2211）
武井内科医院（53‐6060）
桐生協立診療所（53‐3911）
金子耳鼻咽喉科医院（53‐1133）

みどり市大間 町々
広沢町一丁目
相生町二丁目
広沢町三丁目

９日
（日）

内・外・整形外科
内・循・小児科
内科

東邦病院（76‐6311）
寺田内科小児科医院（77‐1100）
林内科医院（45‐2072）

みどり市笠懸町
みどり市笠懸町
川岸町

16 日
（日）

外・眼科
内・児・循環器科
内科
皮膚科

桐生クリニック（54‐1350）
関田内科クリニック（54‐2511）
稲葉医院（72‐1655）
相生ひふ科医院（52‐7939）

広沢町二丁目
相生町五丁目
みどり市大間 町々
相生町二丁目

23 日
（日）

外・内科
内・消・呼・循・小児科
内・呼
整形外科

高木病院（53‐7711）
松井内科医院（70‐7610）
さかいのクリニック（44‐8557）
みやざわ整形外科（53‐1188）

相生町五丁目
みどり市笠懸町
境野町二丁目
相生町三丁目

30 日
（日）

外・内・児・整形外科
内・小児科
内科
泌・内科

恵愛堂病院（73‐2211）
田中医院（54‐5012）
藤江醫院（22‐7777）
くりた医院（70‐7800）

みどり市大間 町々
広沢町二丁目
本町四丁目
みどり市笠懸町

９月６日
（日）

外・内・児・整形外科
内・小児科
内科
眼科

恵愛堂病院（73‐2211）
萩原医院（72‐1025）
北川内科クリニック（44‐7706）
川島眼科医院（45‐2242）

みどり市大間 町々
みどり市大間 町々
錦町二丁目
本町六丁目

８・９月 休日当番接骨院
時間：午前９時～午後３時
※接骨院により時間を延長する場合があります。
期日 接骨院（電話番号） 場所

8月2日
（日）

今井接骨院（43‐1111）
吉田接骨院（52‐0606）

東一丁目
相生町二丁目

９日
（日）

藤倉接骨院（43‐5374）
なかじま接骨院（73‐6902）

境野町六丁目
みどり市大間 町々

16 日
（日）

周藤接骨院（44‐5827）
みのる接骨院（55‐1511）

境野町二丁目
相生町二丁目

23 日
（日）

小林接骨院（46‐2038）
馬場接骨院（73‐7455）

東七丁目
みどり市大間 町々

30 日
（日）

岩崎接骨院（47‐2204）
かなめ接骨院（53‐6110）

東一丁目
相生町五丁目

9月6日
（日）

中島鍼灸接骨院（43‐4117）
奥澤接骨院（76‐2036）

仲町二丁目
みどり市笠懸町

平日夜間急病診療所 ☎ 47 ｰ 2501
期日＝月～土曜日（祝日を除く）
時間＝午後７時 30 分～ 10 時 30 分
診療科目＝内科、小児科
場所＝桐生メディカルセンター１階（元宿町）
※８月 14 日（金）・15 日（土）は休診します。

　元気高齢者応援プログラム
　にっこり楽々教室

　元気高齢者応援プログラムで、運
動・口腔・栄養などの面から生涯に
渡る健康づくりを学びます。全12
回の教室で、午前の教室と午後の教
室が有ります。教室は次のとおり行
います。当日は運動のできる服装で
お越しください。
■午前の教室
時間＝午前10時～11時30分
場所・教室初日
美原長寿センター／８月 26日（水）

広沢老人憩の家／９月３日（木）
■午後の教室
時間＝午後１時 30分～３時
場所・教室初日
黒保根老人休養センター／８月21日（金）
相生公民館／８月 24日（月）
桜木西公民館／８月 25日（火）
対象＝市内に居住するおおむね65
歳以上の人
申し込み＝電話で長寿支援課長寿支
援係（☎内線588）へ。

　結核・肺がん検診

　胸部エックス線検査と喀
かくたん

痰細胞診
を行います。
　「インフルエンザ・各種検診受診
券」を持参してください。どこの会
場でも受診できます。受診票は会場
で配布します。
　胸部エックス線検査は65歳以上
の人、喀痰細胞診は70歳以上の人

は無料です。生活保護世帯の人と市
民税非課税世帯の人は無料になりま
すので、当日、会場でお申し出くだ
さい。なお、喀痰細胞診は問診で必
要と認められた人のみ行います。
場所・期日
梅田公民館／９月１日（火）
南公民館／９月２日（水）
東公民館／９月３日（木）
北公民館／９月７日（月）
広沢公民館／９月８日（火）
菱公民館／９月９日（水）
相生公民館／９月 10日（木）
受付時間＝午前９時～11時30分
※受付時間は昨年と異なりますので
御注意ください。
対象＝40歳以上の人
費用＝胸部エックス線検査は500
円、喀痰細胞診は700円
問い合わせ＝健康づくり課、新里・
黒保根保健センター

22広報きりゅう平成27年8月号



健康づくり課（☎ 47 ‐ 1152）
新里保健センター（☎ 74 ‐ 5550）
黒保根保健センター（☎ 96 ‐ 2266）

　桐生厚生総合病院
　第15回市民公開講演

　「がん登録について」と題した群
馬県衛生研究所所長の猿木信裕医師
による講話と「桐生厚生総合病院の
がん登録について」と題した桐生厚
生総合病院放射線科診療部長の高橋
満弘医師による講話です。質疑応答
も有ります。
　がん登録はがんの「り患や転帰」
その他の症状を登録し把握するため
の制度です。
　がん患者数、り患率、生存率や治
療効果などを分析することでがん対
策の基礎となるデータを把握する目
的が有ります。
期日＝８月22日（土）
時間＝午後２時～４時（開場は午後
１時30分から）
場所＝市民文化会館スカイホールＡ
問い合わせ＝桐生厚生総合病院地域
医療連携室（☎44‐7150、土、日
を除く午前９時から午後５時まで）

　子宮頸
け い

がん個別検診実施中

　８月から子宮頸がん個別検診登
録保険医療機関が１か所増え７か
所になりました。実施は12月28日
（月）までです。まだ受診されてい
ない人は、お早目に受診してくださ
い。
実施保険医療機関
安部クリニック（☎45‐0794）
優和クリニック（☎45‐2828）
くりはら医院（☎44‐3395）
山口クリニック（☎54‐4153）
高橋産婦人科医院（☎53‐8531）
たかのす診療所（☎65‐9229）
水沼診療所（☎96‐2006）
問い合わせ＝健康づくり課

　巡回健康相談

　保健師・栄養士などが健康相談に
応じます。希望者には握力・骨密
度・血圧測定を行います。
期日＝８月26日（水）
時間＝午後１時30分～２時30分
場所＝黒保根町保健センター
問い合わせ＝健康づくり課

　喫煙は様々な病気や疾患の重症化に影響します。また、たばこの
煙はたばこを吸わない人にも大きな影響を及ぼします。家族や自分
の健康を考えて禁煙を心掛けましょう。
＜禁煙をする理由＞
①赤ちゃんのために②子供のために③COPD（慢性閉塞性肺疾患）
にならないために④がんにならないために⑤高血圧を防ぐために⑥
狭心症、心筋梗塞にならないために⑦胃腸の病気にならないために
⑧美容のために⑨健康な生活のために
＜こうして禁煙しよう！＞
①禁煙開始日を決める②禁煙宣言をして宣言書にサインをする③喫
煙行動を手帳などに記録する④たばこが吸いたくなる場所や状況を
避ける⑤たばこが吸いたくなったら、別の行動をする⑥うまくでき
たら自分で自分を褒める⑦たばこを勧められたときの上手な断り方
を身に着けておく⑧たばこを再び吸い始めやすい状況を予測し、そ
の対策を練習しておく⑨禁煙に失敗したときに、「禁煙は失敗がつ
きものであり、今回の経験が役立つ」と考えるようにする⑩家族や
友人、同僚などの協力が得られるようにしておく
問い合わせ＝健康づくり課

“無煙生活で、病気と無縁”
元気織りなす桐生 21

※桐生市健康増進計画「元気織りなす桐生 21」の中から、日常生活
を健康に過ごすためのポイントを不定期で紹介します。

　けんこう塾

　「徐々に進行する肺の生活習慣病
を予防しよう」と題した、医師など
の講話です。
期日＝８月27日（木）
時間＝午後２時～３時30分
場所＝保健福祉会館
申し込み＝電話で健康づくり課へ。
希望者には骨密度・体脂肪測定をし
ますので午後１時30分から１時45
分までの間にお越しください。

　なんでも栄養相談
　赤ちゃんからお年寄りまでの栄養
や食事の心配事についてお気軽に御
相談ください。
期日＝８月17日（月）
時間＝午前８時30分～午後５時
場所＝保健福祉会館
対象＝市内に居住する人
申し込み＝電話で健康づくり課へ。

熱中症を予防しましょう

＊急に暑くなった日は特に注意し
　てください。
＊室内でも熱中症は発生します。
＊高齢者、乳幼児は特に注意が必
　要です。
《熱中症を予防するために》
○室内では扇風機やエアコンを利
　用しましょう。
○こまめな水分補給を心掛けまし
　ょう。
○涼しい服装になるように工夫し
　ましょう。
○暑さに備えた体力づくりをしま
　しょう。
○一人一人が周囲の人に気を配り
　熱中症の予防を呼び掛け合うこ
　とが大切です。
問い合わせ＝健康づくり課
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の
で
、

こ
の
10
年
間
で
約
３
０
０
０
戸
増

え
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
空
き
家
増
加
の
要
因
に
は
少
子

高
齢
化
も
密
接
に
関
係
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
空
き
家
の
増
加

で
発
生
す
る
問
題
は
、
本
市
だ
け

で
は
な
く
全
国
的
な
問
題
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
国
は
、
対
策
の
た
め

空
家
特
措
法
を
施
行
し
ま
し
た
。

▼
空
き
家
を
活
か
す

　
空
き
家
対
策
と
い
う
と
、
使
え

な
い
空
き
家
に
対
し
て
の
対
応
と

思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
そ
の
よ
う

に
な
る
前
の
、
ま
だ
活
用
可
能
な

段
階
で
の
対
応
に
よ
り
、
使
え
な

く
な
る
空
き
家
を
減
ら
す
こ
と
が

可
能
に
な
り
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
の
空
き
家
に
関
す

る
相
談
の
大
半
が
、
管
理
不
全
に

よ
る
苦
情
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、

こ
の
よ
う
な
状

態
に
な
る
前
の

段
階
で
の
空
き

家
活
用
へ
の
対

応
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
空
き
家
や
空

き
地
の
状
態
が

続
く
こ
と
は
、

資
源
の
効
果
的
な
利
用
が
な
さ
れ

な
い
だ
け
で
な
く
、
管
理
不
足
に

よ
る
防
犯
や
防
災
面
の
心
配
や
、

地
域
の
活
力
低
下
に
も
つ
な
が
り

か
ね
な
い
問
題
を
含
ん
で
い
ま
す
。

▼
空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク

　
市
で
は
、
空
き
家
や
そ
の
跡
地

の
利
活
用
策
と
し
て
、
移
住
・
定

住
促
進
や
空
き
家
の
活
用
な
ど
の

目
的
で
、
空
き
家
や
空
き
地
を

「
売
り
た
い
・
貸
し
た
い
」
と
い

う
個
人
の
物
件
情
報
を
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
紹
介
す
る
「
空
き

家
・
空
き
地
バ
ン
ク
」
事
業
を
平

成
18
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

事
業
開
始
か
ら
平
成
26
年
度
ま
で

の
総
登
録
件
数
は
１
７
９
件
、
成

約
件
数
は
80
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
か
ら
は
特
措
法
の
空
き
家

利
活
用
の
受
け
皿
と
い
う
意
味
も

含
め
、
よ
り
積
極
的
に
バ
ン
ク
で

の
登
録
と
情
報
発
信
に
努
め
て
い

ま
す
。
な
お
、
空
き
家
・
空
き
地

バ
ン
ク
の
登
録
に
は
一
定
の
要
件

が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
い
こ
と

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
空
き
家
で
の
移
住
・
定
住
施
策

　
市
で
は
、
空
き
家
や
空
き
地
の

情
報
を
活
用
し
て
移
住
・
定
住
促

進
に
つ
な
げ
る
た
め
、
群
馬
県
と

も
連
携
し
な
が
ら
、
移
住
を
検
討

し
て
い
る
人
を
対
象
に
し
た
移
住

相
談
会
を
東
京
で
開
催
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
桐
生
に
来
て
、
バ
ン

ク
に
登
録
し
て
い
る
物
件
を
直
接

見
て
い
た
だ
く
「
空
き
家
見
学

会
」
も
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら

と
併
せ
て
、
住
宅
取
得
応
援
事
業

や
子
育
て
応
援
な
ど
の
桐
生
の
移

住
応
援
策
の
情
報
発
信
も
行
っ
て

い
ま
す
。

▼
空
き
家
な
ど
の
相
談
は

　
所
有
者
が
適
正
な
管
理
を
行
っ

て
い
れ
ば
、
空
き
家
の
問
題
は
起

こ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
空
き
家

問
題
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
が
絡

み
、
解
決
ま
で
に
時
間
を
要
す
る

も
の
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
市
で

は
、
丁
寧
に
応
対
し
、
解
決
に
結

び
付
け
て
い
く
よ
う
心
掛
け
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
４
月
か
ら
は
、
空

き
家
対
策
室
（
市
役
所
５
階
、
☎

内
線
３
６
７
）
を
設
置
し
、
空
き

家
に
関
す
る
相
談
の
窓
口
を
一
本

化
し
て
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

桐
生
市
の
空
き
家
対
策

　空き地・空き家バンクを利用し
て、昨年、川内町に東京都足立区
から引越した大沼昭・恵美子さん
夫妻です。東京では並びきれな
かった本を並べ、ゆったり、ゆっ
くりとした環境の良い桐生での生
活を楽しんでいるそうです。

移住相談会の様子

　
「
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法（
空
家
特
措

法
）」が
５
月
26
日
に
完
全
施
行
と
な
り
、
施
行
内
容
を
前
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。
今
号
で
は
、「
空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク
」

な
ど
、
市
の
空
き
家
対
策
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
空
き
家
対
策
室
対
策
係（
☎
内
線
７
３
６
）

又
は
定
住
促
進
係（
☎
内
線
３
６
７
）へ
。
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